
都
市
化
と
小
作
争
議

　
－
都
市
発
展
説
序
説
1

田
　
崎
　
宣
　
義

は
じ
め
に

都市化と小作争議

　
　
　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
大
小
作
争
議
段
階
」
に
小
作
争
議
状
況
の
成
立
を
み
る
立
揚
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
成
立
と
消
滅
の
要
因
を
都
市
化
の
文
脈
で
説
明
す

る
こ
と
が
こ
こ
で
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
揚
合
「
石
黒
農
政
」
に
代
表
さ
れ
る
一
九
二
〇
年
代
農
政
の
特
質
理
解
も
本
稿
の
射
程
内
に
収

め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
取
り
敢
え
ず
こ
こ
で
は
、
そ
の
鍵
を
な
す
争
議
状
況
の
経
済
的
・
社
会
的
検
討
に
分
析
の
焦
点
を
定
め
た
い
。

　
課
題
の
ね
ら
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
大
小
作
争
議
段
階
」
の
小
作
争
議
が
従
来
ど
う
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
か
を
整
理
す
れ

ぱ
、
当
該
期
の
争
議
は
昭
和
恐
慌
期
の
争
議
に
く
ら
ぺ
、
一
般
に
①
大
規
模
な
こ
と
、
あ
る
い
は
一
件
あ
た
り
の
参
加
地
主
、
小
作
人
数

が
多
く
係
争
面
積
も
広
大
な
こ
と
、
②
小
作
料
減
免
要
求
に
端
を
発
す
る
小
作
料
関
係
争
議
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
小
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作
農
民
側
に
あ
る
こ
と
、
③
結
末
は
減
免
要
求
の
実
現
、
つ
ま
り
地
主
の
譲
歩
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
④
争
議
の
戦
術
が
損
益
計
算
書

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
（
以
下
、
計
算
書
戦
術
）
、
⑤
争
議
の
主
た
る
担
い
手
は
貧
農
と
い
う
よ
り
小
作
農
民
の
中
で
は
中
、
上
層
の
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で
あ
る
こ
と
、
⑥
争
議
の
発
生
が
商
工
業
大
都
市
を
核
と
す
る
「
都
市
的
・
資
本
主
義
的
労
働
市
揚
」
（
以
下
、
都
市
型
労
働
市
揚
）
に

強
く
組
み
こ
ま
れ
た
地
域
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
、
⑦
当
時
の
農
政
担
当
者
た
ち
は
こ
の
争
議
を
新
型
の
争
議
と
認
識
し
、
日
本
資
本
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
発
展
に
よ
っ
て
こ
れ
が
早
晩
全
国
に
波
及
す
る
と
予
測
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
揚
合
争
議
が
新
型
で
あ
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

う
の
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
「
年
の
豊
凶
に
拘
ら
ず
」
「
年
々
何
等
カ
ノ
理
由
ヲ
ロ
実
ト
シ
テ
…
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

当
高
率
ナ
ル
小
作
料
減
額
ヲ
要
求
シ
」
、
小
作
条
件
が
「
近
代
化
・
合
理
化
」
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
「
商
工
業
都
市
を
有
し
、
商
況
敏
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
V

に
し
て
工
業
の
発
展
著
し
き
地
方
」
で
多
発
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
本
稿
も
こ
う
し
た
研
究
成
果
の
う
え
に
立
論
さ
れ
て
い
る
が
、
④
と
⑥
に
つ
い
て
は
や
や
見
解
を
異
に
す
る
面
も
あ
る
の
で
い
さ
さ
か

説
明
す
る
。

　
④
の
戦
術
は
、
少
な
く
と
も
本
稿
の
扱
う
大
阪
府
で
は
、
一
九
二
二
年
頃
に
小
作
地
返
還
戦
術
（
以
下
、
返
還
戦
術
）
か
ら
計
算
書
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

術
に
転
換
し
は
じ
め
た
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
創
立
間
も
な
い
日
農
の
機
関
紙
に
も
、
こ
の
戦
術
転
換
を
示
唆
す
る
記
事
が
多
い
。
と
す

る
と
、
こ
れ
ま
で
計
算
書
戦
術
と
の
か
か
わ
り
で
解
か
れ
て
い
る
争
議
状
況
の
成
立
は
ま
ず
返
還
戦
術
と
の
関
連
で
説
明
し
、
つ
ぎ
に
な

ぜ
戦
術
転
換
が
生
じ
た
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑥
の
地
域
性
は
、
近
畿
ま
た
は
西
日
本
に
偏
在
す
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
こ

の
時
期
の
争
議
を
農
民
的
小
商
品
生
産
と
関
係
づ
け
て
理
解
す
る
立
場
に
は
、
と
く
に
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
だ
が
、
⑦
と
の
関
連

や
本
稿
の
視
角
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
お
き
、
詳
細
は
行
論
中
で
展
開
す
る
。

　
さ
て
、
本
稿
で
扱
う
争
議
の
発
生
要
因
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
次
の
二
通
り
の
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
農
民
的
小
商
品

生
産
の
発
展
と
そ
の
挫
折
、
ま
た
は
発
展
そ
の
も
の
に
求
め
る
栗
原
百
寿
、
西
田
美
昭
氏
ら
の
見
解
（
以
下
、
小
商
品
生
産
説
）
、
い
ま
ひ
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と
つ
は
自
家
労
賃
意
識
の
形
成
を
重
視
す
る
暉
峻
衆
三
氏
ら
の
見
解
（
以
下
、
自
家
労
賃
説
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
こ
の
う
ち
小
商
品
生
産
説
で
は
、
小
商
品
生
産
の
発
展
を
争
議
発
生
の
前
提
と
す
る
が
、
最
近
の
「
農
民
的
小
商
品
生
産
の
組
織
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

論
だ
け
で
な
く
栗
原
の
研
究
で
も
、
あ
る
水
準
を
超
え
た
小
商
品
生
産
の
争
議
抑
制
効
果
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
争
議
は
、
一

定
の
上
限
と
下
限
に
仕
切
ら
れ
た
範
囲
に
発
展
し
た
小
商
品
生
産
と
の
み
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
西
田
説
は
こ
の
点
で
や
や
異
な
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
説
で
は
、
争
議
を
発
生
さ
せ
る
小
商
品
生
産
の
質
や
、
そ
れ
が
な
ぜ
先
の
よ
う
な
特
徴
の
争
議
を
生
み
出
す
の
か
と

い
う
点
が
い
ま
だ
説
得
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
し
、
小
商
品
生
産
概
念
の
歴
史
的
規
定
に
っ
い
て
の
吟
味
も
欠
い
て
い
る
上
、
小
商
品

生
産
が
発
展
し
て
い
る
土
地
を
農
民
が
返
還
す
る
と
い
う
、
こ
の
説
に
と
っ
て
は
い
か
に
も
矛
盾
に
み
ち
た
事
態
を
説
明
し
て
い
な
い
。

　
自
家
労
賃
説
は
、
小
作
農
民
の
小
商
品
生
産
者
化
の
過
程
を
、
労
働
集
約
的
な
土
地
生
産
性
追
及
の
段
階
か
ら
土
地
・
労
働
双
方
の
生

産
性
を
追
及
す
る
段
階
へ
の
発
展
と
把
え
、
こ
れ
を
日
本
資
本
主
義
の
発
展
段
階
に
照
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
こ
の
説
は

小
商
品
生
産
説
を
継
承
し
そ
の
欠
陥
を
克
服
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
説
で
は
、
当
該
期
の
小
作
争
議
発
生
を
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
資
本
主
義
の
発
展
は
西
日
本
を
中
心
に
小
作
農
民
の
小
商
品
生
産
者
化
を
う
な
が
し
て
農
民
経
営
単
位
で
の

「
費
用
価
絡
」
の
形
成
を
す
す
め
、
さ
ら
に
戦
後
恐
慌
に
よ
る
米
価
下
落
は
「
費
用
価
格
」
の
米
石
換
算
値
を
一
段
と
お
し
あ
げ
た
。
「
こ

う
し
て
小
作
農
民
に
と
っ
て
あ
た
ら
し
い
条
件
の
も
と
で
自
分
の
経
営
と
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
以
前
よ
り
も
一
層
多
量
の
米
を

手
元
に
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
た
」
が
、
地
主
も
「
米
穀
市
揚
の
発
展
の
も
と
で
、
高
額
・
良
質
の
小
作
料
を
実
現
」
す
る
必
要
が
生
じ
、

戦
後
恐
慌
は
こ
の
傾
向
を
一
層
す
す
め
た
。
こ
う
し
て
「
高
額
現
物
小
作
料
を
め
ぐ
る
地
主
と
小
作
農
民
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
は
こ
の
時

期
に
と
り
わ
け
す
る
ど
く
な
り
」
「
小
作
農
民
の
闘
い
が
本
格
的
に
高
揚
す
る
こ
と
と
な
る
」
。
「
小
作
農
民
は
、
自
分
た
ち
で
『
費
用
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

格
』
を
算
定
し
、
そ
の
確
保
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
に
み
あ
っ
た
小
作
料
減
免
」
を
要
求
し
損
益
計
算
書
を
地
主
に
つ
き
つ
け
た
、
と
。

　
右
の
理
解
で
は
、
返
還
戦
術
争
議
の
展
開
が
事
実
認
識
と
し
て
捨
象
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
論
理
的
に
も
損
益
計
算
書
の
基
礎
と
な
る
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「
V
」
意
識
成
立
の
解
明
に
力
点
が
置
か
れ
、
返
還
戦
術
争
議
の
存
在
が
問
題
と
し
て
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
学
説
で
は
争
議
発
生
の
説
明
原
理
と
争
議
の
特
徴
と
が
必
ず
し
も
整
合
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
で
は
、

都
市
発
展
説
と
で
も
呼
ぶ
ぺ
き
見
解
を
対
置
し
、
都
市
化
が
ど
の
よ
う
に
争
議
を
ひ
き
お
こ
し
、
ま
た
鎮
静
さ
せ
る
か
を
示
し
て
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）
　
　
　
　
　
　
　
（
耳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巧
）

点
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
見
解
は
、
天
野
藤
男
、
末
弘
厳
太
郎
、
石
黒
忠
篤
、
那
須
皓
、
橋
本
伝
左
衛
門
、

　
　
　
（
1
7
）

山
崎
延
吉
ら
当
時
の
農
政
関
係
者
に
広
く
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
見
解
が
広
く
存
在
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

当
該
期
の
争
議
を
都
市
発
展
説
の
立
揚
か
ら
論
理
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
対
象
は
大
阪
府
、
検
討
の
素
材
は
お
も
に
『
大
阪
府

農
会
報
』
（
以
下
、
会
報
）
に
求
め
た
。

　
大
阪
を
選
定
し
た
の
は
、
争
議
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
大
阪
を
含
む
近
畿
地
方
が
わ
が
国
鉱
工
業
労
働
者
の
二
〇
～
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

％
を
集
積
し
て
他
地
域
を
圧
し
、
賃
労
働
者
の
分
布
密
度
で
も
屈
指
の
高
さ
に
あ
り
、
大
阪
工
業
が
不
熟
練
労
働
力
へ
の
依
存
度
の
高
い

　
　
　
　
（
1
9
）

構
成
を
持
ち
、
そ
れ
だ
け
周
辺
農
村
へ
の
影
響
も
大
き
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

66

（
－
）
当
該
期
を
「
初
期
小
作
争
議
段
階
」
、
昭
和
恐
慌
期
を
「
本
格
的
小
作
争
議
段
階
」
と
し
、
両
者
の
間
に
発
展
序
列
を
認
め
る
見
解
も
あ
る
が
、

　
本
稿
で
は
そ
う
し
た
序
列
関
係
を
見
極
め
る
必
要
を
生
じ
な
い
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
即
物
的
な
こ
の
規
定
を
用
い
て
当
座
を
し
の
ぐ
こ
と
に
す
る
。

（
2
）
庄
司
俊
作
氏
の
一
連
の
労
作
を
参
照
。
も
っ
と
も
本
稿
で
は
同
じ
類
型
の
争
議
が
広
汎
に
発
生
す
る
よ
う
な
社
会
的
・
経
済
的
背
景
を
さ
す
、

　
よ
り
広
義
の
状
況
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
用
い
る
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

暉
峻
衆
三
『
日
本
農
業
問
題
の
展
開
』
上
、
二
六
二
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
。

さ
し
あ
た
り
林
宥
一
「
第
一
次
大
戦
後
の
農
民
間
題
」
（
『
歴
史
学
研
究
　
一
九
八
一
年
度
大
会
別
冊
』
）

末
弘
厳
太
郎
『
農
村
法
律
問
題
』
復
刻
版
、
一
九
五
頁
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七
七
年
。

『
第
三
次
小
作
年
報
』
、
二
一
四
頁
。

天
野
藤
男
『
地
主
と
小
作
人
』
訂
正
八
版
、
六
二
頁
、
二
松
堂
書
店
、
一
九
二
二
年
。

の
「
H
農
政
の
性
格
」
参
照
。



（
8
）
　
青
木
恵
一
郎
『
日
本
農
民
運
動
史
』
第
三
巻
、
四
一
～
四
三
頁
、
日
本
評
論
社
、
一
九
五
九
年
。

（
9
）
　
『
土
地
と
自
由
』
五
号
「
本
部
よ
り
支
部
へ
」
、
同
六
号
「
耕
地
返
還
に
就
て
」
、
同
九
号
「
告
示
」
な
ど
。

（
－
o
）
　
大
門
正
克
「
農
民
的
小
商
品
生
産
の
組
織
化
と
農
村
支
配
構
造
」
『
日
本
史
研
究
』
二
四
八
号
。
森
武
麿
「
農
業
構
造
」
『
一
九
二
〇
年
代
の
日

　
本
資
本
主
義
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
な
ど
。

（　 （　 （　 （　（　（　 （　 （　 （
19　18　17　16　15　14　13　12　11
）　 ）　 ）　）　 ）　）　）　 ）　 ）

行
期
の
大
阪
工
業
」
、

粟
原
百
寿
「
香
川
県
農
民
運
動
史
の
研
究
」
『
日
本
農
民
運
動
史
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
一
年
。

暉
峻
衆
三
前
掲
書
、
二
六
三
～
二
六
四
頁
。

天
野
藤
男
前
掲
書
。

宋
弘
厳
太
郎
前
掲
書
、
一
〇
八
～
一
一
一
頁
。

『
農
村
問
題
と
社
会
理
想
』
復
刻
版
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七
七
年
。

『
土
地
と
自
由
』
一
三
号
「
小
作
料
が
何
程
が
適
当
な
り
や
」
参
照
。
適
正
小
作
料
問
題
を
都
市
発
展
説
か
ら
発
想
し
て
い
る
と
考
え
る
。

「
土
地
返
還
の
小
作
争
議
激
化
」
『
帝
国
農
会
報
』
一
一
－
七
、
一
九
二
一
年
。

石
井
寛
治
「
地
域
経
済
の
変
化
」
、
佐
伯
・
小
宮
編
『
日
本
の
土
地
問
題
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
。

大
石
嘉
一
郎
「
労
働
力
群
の
構
成
」
、
大
石
編
『
日
本
産
業
革
命
の
研
究
』
下
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
。
天
川
康
「
戦
時
経
済
移

　
　
　
　
　
　
大
阪
歴
史
学
会
編
『
近
代
大
阪
の
歴
史
的
展
開
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
。

一、

大
小
作
争
議
段
階
」
に
お
け
る
農
業
構
造

都市化と小作争議

1

府
下
の
小
作
争
議
発
生
状
況

ま
ず
第
一
に
、

争
議
の
発
生
状
況
を
争
議
件
数
の
推
移
と
争
議
の
分
布
に
よ
っ
て
概
観
し
よ
う
。
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図1府下小作争議件数

件／年

300

小作年報一，

200

＿＿
木年表

100

　　　　　　　　’15　　　　’20　　　　’25　　　　’3Q

出典）　r小作年報」は『小作年報』各年版，「青木年表」は青木虹二編『大正農民騒擾史料・年表』全3

　　巻，巌南堂書店，1977年より作成。

『
小
作
年
報
』
に
よ
る
と
、

府
下
の
争
議
は
一
九
一
〇
年

代
末
か
ら
二
〇
年
代
前
半
に

急
増
し
、
二
五
年
に
減
少
す

る
が
翌
年
に
ピ
ー
ク
を
記
録

し
、
以
降
三
〇
年
に
か
け
て

急
減
す
る
（
図
1
）
。
し
た

が
っ
て
本
稿
で
問
題
に
す
る

争
議
状
況
の
時
期
は
一
〇
年

代
末
か
ら
二
〇
年
代
中
葉
と

な
る
。
ま
た
表
－
は
、
争
議

の
分
布
を
青
木
虹
二
編
『
大

正
農
民
騒
擾
史
料
・
年
表
』

（
以
下
、
青
木
年
表
）
に
よ
っ

て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
青
木
年
表
の
件
数

は
『
小
作
年
報
』
と
著
し
く

差
が
あ
り
（
図
－
）
、
両
者
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目
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都市化と小作争議

　
（
庄
治
）
　
職
勢
置
口
窃
『
汁
目
矯
湘
邸
賠
滑
鴬
丁
禽
撫
』
鑑
懇
瞳
噌
醍
『
一
〇
醤
噸
』
U
斎
満
。

　
（
酵
）
　
藩
牙
賊
＊
く
黛
薄
糾
得
、
』
、
斎
陛
群
罎
｝
衛
v
串
ド
唱
ー
鐸
碁
計
階
蝕
腿
｝
へ
園
唱
受
嵜
弄
道
引
葭
嘩
距
①
サ
叫
。
弾
冊
針
滅
δ
十
器
牽
弗
蝉
栂
泣
旨
再
雫
弾
膨
轡
び
臼
伴
酵
郭
叫
。
詩
改
e
陪
函

　
　
祈
旨
q
一
〇
二
～
頓
樹
鐸
鷲
脹
潟
雪
日
洋
e
D

の
違
い
自
体
が
問
題
と
な
る
が
、
他
に
適
当
な
統
計
も
な
く
、
ま
た
集
計
結
果
に
あ
ら
わ
れ
る
傾
向
は
他
の
資
料
類
の
内
容
と
整
合
す
る

の
で
、
本
項
で
の
分
析
は
青
木
年
表
に
依
拠
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
表
－
か
ら
読
み
と
れ
る
全
体
的
傾
向
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
府
下
の
争
議
は
一
九
一
九
年
か
ら
増
加
し
、
二
四
年
に
ピ
ー
ク
に
な
る
。

『
小
作
年
報
』
と
ピ
ー
ク
が
ず
れ
、
件
数
の
伸
ぴ
も
緩
や
か
だ
が
、
争
議
状
況
の
時
期
は
ほ
ぼ
同
一
と
み
て
と
れ
る
。
次
に
争
議
を
小
作

主
導
型
と
地
主
主
導
型
に
わ
け
る
と
、
前
者
は
ニ
ニ
～
二
四
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
以
後
減
少
し
、
後
者
は
二
三
年
か
ら
増
加
し
て
二
六
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年
に
は
小
作
主
導
型
を
凌
駕
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
間
題
に
す
る
争
議
状
況
は
二
五
、
六
年
、
こ
ろ
終
娘
し
、
争
議
の
様
相
も
小
作

主
導
型
か
ら
地
主
主
導
型
に
変
貌
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
争
議
分
布
で
は
、
府
下
郡
市
を
、
表
の
よ
う
に
三
つ
に
区
分
で
き
る
。
ま
ず
、
大
阪
市
、
西
成
郡
、
東
成
郡
と
南
河
内
郡
の
争
議

発
生
は
散
発
的
で
き
わ
だ
っ
た
ピ
ー
ク
が
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
阪
市
と
東
西
両
成
郡
で
は
二
四
年
か
ら
地
主
主
導
型
が
増
加
し
て

府
下
の
傾
向
を
先
取
り
す
る
が
、
甫
河
内
郡
は
小
作
主
導
型
の
発
生
時
期
が
遅
く
件
数
も
少
な
い
な
ど
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
、
中
間
の
六
郡
で
は
小
作
主
導
型
争
議
が
一
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
年
代
前
半
に
多
発
し
、
府
下
の
争
議
状
況
の
中
心
が

こ
の
六
郡
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
地
主
主
導
型
争
議
が
二
三
年
か
ら
増
加
傾
向
を
た
ど
り
、
小
作
主
導
型
争
議
と
交
替
す

る
か
の
勢
い
を
み
せ
る
の
も
全
体
の
傾
向
と
一
致
す
る
。
六
郡
の
な
か
で
も
小
作
主
導
型
が
多
い
三
島
、
北
・
中
河
内
の
三
郡
で
は
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

海
道
、
京
阪
、
新
京
阪
、
関
西
本
線
、
大
軌
な
ど
の
鉄
道
が
発
達
し
て
大
阪
市
に
時
間
距
離
が
近
く
、
沿
線
に
は
吹
田
、
高
槻
、
枚
方
な

ど
中
小
都
市
が
展
開
し
、
都
市
化
が
進
展
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
も
、
争
議
状
況
と
都
市
化
の
進
展
に
は
深
い
関
連
が
あ
る
よ
う
に
み
ら

れ
る
が
、
次
項
で
は
そ
の
進
展
度
を
概
観
し
て
お
く
。

70

2

大
阪
に
お
け
る
都
市
化
の
進
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
府
下
の
都
市
化
の
進
展
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
紹
介
も
含
め
統
計
的
な
吟
味
は
前
稿
で
試
み
た
の
で
、
こ
こ
で
は
非
農
家
率
（
現

住
戸
数
に
対
す
る
非
農
家
の
比
率
）
を
指
標
に
各
郡
市
の
都
市
化
の
進
展
度
を
概
観
し
て
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
図
2
の
A
は
都
市
化
の
早
い
二
郡
三
市
（
A
群
）
と
遅
い
一
郡
（
C
群
）
、
B
は
中
間
的
な
六
郡
（
B
群
）
で
あ
る
。
A
群
の
西
成
、

東
成
は
大
阪
市
に
隣
接
し
て
市
街
地
化
が
は
や
く
か
ら
進
ん
だ
地
域
で
あ
る
。
中
間
的
な
B
群
の
非
農
家
率
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
上
昇

し
、
と
く
に
一
五
～
二
五
年
に
急
伸
す
る
。
C
群
の
南
河
内
は
上
昇
が
最
も
緩
慢
な
う
え
、
非
農
家
率
の
伸
ぴ
が
激
し
く
な
る
の
も
二
五
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（出典）　『大販府統計書』各年版より作成。

年
以
降
で
あ
る
。

　
B
群
と
C
群
の
こ
の
違
い
は
、
交
通
網
の
発
達
や
中
小

都
市
の
発
展
度
の
差
異
に
由
来
す
る
。
交
通
網
に
つ
い
て

は
二
〇
～
二
五
年
の
人
口
増
加
率
の
動
向
を
説
明
し
た
っ

ぎ
の
一
文
が
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
豊
能
郡
如
斯
著

シ
ク
増
加
ノ
割
合
ヲ
示
セ
ル
ハ
従
来
ノ
人
口
少
ナ
カ
リ
シ

ニ
因
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
一
ツ
ハ
近
時
同
郡
内
ヲ
通
ス
ル
電

鉄
沿
線
ノ
発
達
殊
二
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ァ
ル
ニ
因
リ
、
三
島

郡
、
中
河
内
郡
亦
然
リ
ト
ス
。
…
…
又
南
河
内
郡
ノ
最
低

ナ
ル
ハ
府
下
郡
市
中
最
モ
大
阪
市
二
遠
ク
加
フ
ル
ニ
交
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ノ
便
等
尚
遺
憾
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
ル
カ
タ
メ
ナ
リ
」
と
。

ま
た
後
者
の
中
小
都
市
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
〇
年
代
後

半
か
ら
の
非
農
家
率
の
上
昇
が
、
大
阪
市
の
都
市
域
拡
大

に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
各
地
に
中
小
都
市
が
成
長
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
に
も
よ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
研
究
が
あ
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
一
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
年
代
中
葉
の
争

議
の
分
布
状
況
と
府
下
の
都
市
化
の
進
展
度
に
は
強
い
相

関
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
次
に
、
非
農
家
率

80

60

40

20

0
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（出典）『大阪府統計書』各年版より作成。

に
代
表
さ
せ
た
都
市
化
が
農
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ

た
え
た
か
を
、
農
業
内
の
指
標
で
検
討
し
よ
う
。

　
　
3
　
農
業
指
標
に
あ
ら
わ
れ
た
都
市
化

　
図
3
は
耕
地
面
積
の
推
移
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
に
六

万
九
三
四
五
町
歩
の
耕
地
が
三
〇
年
に
は
約
八
八
○
○
町

歩
の
減
少
を
と
げ
た
（
一
〇
年
比
八
七
％
）
。
特
に
、
一

五
～
二
五
年
に
は
五
五
〇
〇
町
歩
近
い
激
減
を
み
た
。
こ

れ
を
郡
別
に
み
て
も
二
〇
～
二
五
年
の
南
河
内
郡
を
除

い
て
減
少
し
て
お
り
、
図
2
の
都
市
化
と
同
傾
向
に
あ

72

る
。　

こ
の
農
地
の
急
減
は
農
家
数
の
減
少
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
図
4
は
一
九
〇
八
年
を
基
準
と
し
た
自
小
作
別
農
家
数
の
増
減
だ
が
、
自

作
は
二
五
年
ま
で
減
少
し
た
あ
と
若
干
増
加
し
、
小
作
は
一
五
～
三
〇
年
に
一
方
的
に
減
少
し
、
自
小
作
は
府
下
の
都
市
化
が
急
潮
化
す

る
二
〇
～
二
五
年
に
減
少
し
て
い
る
。
他
方
、
不
耕
作
地
主
は
ひ
と
り
増
加
を
み
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
土
地
を
所
有
し
な
い
小
作
農
家

の
減
少
と
耕
作
に
従
事
し
な
い
不
耕
作
地
主
の
増
加
の
間
に
あ
っ
て
、
自
作
と
自
小
作
が
複
雑
に
変
動
し
て
お
り
、
都
市
化
の
過
程
で
ど

の
階
層
も
大
き
な
影
響
を
う
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
こ
の
農
業
構
造
の
変
貌
を
農
業
労
働
力
構
成
の
面
か
ら
観
察
す
る
が
、
す
で
に
前
稿
で
郡
市
別
の
検
討
は
す
ま
せ
た
の
で
、
こ

こ
で
は
重
複
を
避
け
て
府
下
全
域
の
動
向
を
取
り
あ
げ
る
。



　
図
5
は
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
年
齢
別
農
業
本
業
者
の
動
向
で
あ
る
。
府
下
の
都
市
化
は
二
〇
年
代
後
半
に
は
勢
い
が
鈍
り
は
じ
め

る
が
、
そ
れ
で
も
二
〇
年
と
三
〇
年
を
比
較
す
る
と
生
産
年
齢
人
口
は
男
子
減
（
指
数
九
六
）
、
女
子
増
（
同
一
六
〇
）
で
、
本
業
者
中

の
女
子
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
男
子
が
五
〇
歳
未
満
の
全
階
層
で
減
少
す
る
の
に
、
女
子
は
二
五
歳
以
上
で
増
え
、
「
青
壮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

年
階
級
の
も
の
が
都
市
へ
転
出
し
た
後
の
農
業
は
主
と
し
て
五
〇
1
五
九
歳
級
の
老
農
夫
、
及
婦
女
の
手
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
」
い
る
。

男
子
青
壮
年
労
働
力
の
農
外
流
出
を
促
し
、
そ
の
た
め
に
生
じ
た
空
隙
の
「
老
農
夫
、
及
婦
女
」
に
よ
る
補
填
を
進
め
た
の
は
、
農
外
の

都市化と小作争議

　　　　　　　図4　自小作別農家数

戸
o

千
1

一

不耕作地主

708’10　　　　　’20　　’25　　730年
　
’
1
5
、
、

、、　、　、　　　　　　　x

、
、　自作，，一　、、　　　　　　一

、｝’

小作

自小作

全農家

5

0

一5

一10

（出典）　『大阪府統計書』各年版より作成。

（注）　1）　「不耕作地主」＝r耕地所有者数」一r全農家」＋r小作」

　　　2）　1921年以降の耕地所有者数は不明。
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図5年齢別農業本業者
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（出典）橋本伝左衛門r大阪市近郊農村人口の構成と労働移動に関する調査』第一部一27頁より作成・

（注）表中Aは男子の総平均，Bは女子の総平均。

労
働
力
需
要
で
あ
る
。
こ
の
過
程
が
さ
ら
に
進
行
す
る
と

女
子
も
減
少
に
転
ず
る
こ
と
は
、
す
で
に
前
稿
で
指
摘
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
府
下
で
都
市
化
が
急
速
に
進
ん
だ
時

期
に
耕
地
面
積
や
農
家
戸
数
の
減
少
と
農
業
労
働
力
の
変

換
が
進
行
し
、
全
体
と
し
て
都
市
化
は
農
業
の
衰
退
を
促

し
た
の
で
あ
る
。

　
労
働
市
揚
を
媒
介
に
し
た
資
本
主
義
と
地
主
制
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
「
賃
銀
の
補
充
に
よ
っ
て
高
き
小
作
料
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

可
能
に
せ
ら
れ
、
補
充
の
意
味
で
賃
銀
は
低
め
ら
れ
る
」

「
半
隷
農
的
小
作
料
と
半
隷
奴
的
労
働
賃
銀
と
の
相
互
規

（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

定
」
関
係
が
成
立
期
地
主
制
の
基
本
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
こ
の
特
徴
は
、
す
で
に
み
た
農
地
と
農
家
の
減
少
、

男
子
基
幹
労
働
力
の
流
出
や
被
搾
取
階
級
た
る
小
作
、
自

小
作
の
減
少
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
と
く
に
一
九

一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代
前
半
に
は
変
容
し
て
い
る
。

本
稿
の
関
心
に
引
き
つ
け
て
い
え
ば
、
「
大
小
作
争
議
段

階
」
の
小
作
争
議
状
況
は
、
こ
の
よ
う
な
資
本
主
義
と
地

74



主
制
の
関
係
の
変
容
の
下
で
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
節
で
は
、
こ
の
新
た
な
関
係
と
そ
れ
が
農
業
の
生
産
関
係
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
－
）

（
2
）

（
3
）

（
¢
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

『
大
阪
附
近
交
通
図
』
大
阪
電
気
博
覧
会
、
一
九
二
八
年
、
参
照
。

「
戦
間
期
農
業
問
題
論
ノ
ー
ト
」
、
一
橋
大
学
社
会
学
部
『
地
域
社
会
の
発
展
に
関
す
る
比
較
研
究
』
、

大
阪
府
知
事
官
房
『
大
正
一
四
年
国
勢
調
査
結
果
表
』
、
一
頁
、
一
九
二
七
年
。

青
木
伸
好
「
都
市
の
影
響
と
空
間
の
非
連
続
」
、
『
人
文
地
理
』
三
二
－
一
、
一
九
八
○
年
。

橋
本
伝
左
衛
門
『
大
阪
市
近
郊
農
村
人
口
の
構
成
と
労
働
移
動
に
関
す
る
調
査
』
第
一
部
、
二
八
頁
、

山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
六
三
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
。

同
前
書
六
四
頁
。

中
村
政
則
『
近
代
日
本
地
主
制
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
。

一
九
八
三
年
。
以
下
、
前
稿
と
す
る
。

帝
国
農
会
、
一
九
三
九
年
。

二
、
「
大
小
作
争
議
段
階
」
に
お
け
る
農
業
の
生
産
関
係

都市化と小作争議

1

相
対
的
収
支
不
償
感
の
成
立

　
昭
和
恐
慌
下
の
争
議
の
特
徴
が
当
時
の
農
業
問
題
の
状
況
と
不
可
分
な
よ
う
に
、
本
稿
で
あ
つ
か
う
争
議
の
特
徴
も
こ
の
時
期
の
農
業

問
題
の
あ
り
よ
う
と
不
可
分
な
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
農
業
問
題
の
あ
り
よ
う
が
、
当
時
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を

検
討
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
課
題
に
照
ら
し
て
有
効
な
手
続
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
ま
ず
第
一
次
大
戦
前
に
遡
り
、
「
農
業
労
働
者
の
減
少
す
る
所
以
」
を
論
じ
た
一
九
〇
八
年
の
記
事
を
見
る
と
「
農
業
収
益
の
商
工
業
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に
比
し
て
僅
少
な
る
こ
と
、
或
は
実
に
農
業
収
益
の
減
少
」
を
あ
げ
、
一
九
一
〇
年
で
は
「
年
を
逐
ふ
て
生
活
程
度
は
高
ま
り
中
農
以
下

で
は
如
何
に
農
業
に
従
事
す
る
と
も
諸
物
価
昂
騰
し
農
業
労
働
者
は
大
阪
府
に
吸
収
せ
ら
れ
従
つ
て
労
銀
は
高
く
然
る
に
農
産
物
価
格
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

低
廉
な
る
か
故
に
到
底
収
支
相
償
は
さ
る
の
状
態
に
あ
り
」
（
東
成
郡
古
市
村
）
と
し
て
い
る
。
以
上
で
は
農
業
自
体
の
不
採
算
性
（
以

下
、
絶
対
的
収
支
不
償
感
）
と
、
農
業
と
商
工
業
の
収
益
性
（
労
賃
収
入
を
含
む
）
と
の
格
差
（
以
下
、
相
対
的
収
支
不
償
感
）
が
混
溝

ま
た
は
併
記
さ
れ
、
そ
の
限
り
で
農
業
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
単
一
の
要
因
で
説
く
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
府
下
の
都
市
化
に
拍
車
の
か
か
る
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代
中
葉
に
は
、
相
対
的
収
支
不
償
感
が
単
独
で
前
面
に
現
れ
る

よ
う
に
な
る
。
一
八
年
に
は
「
農
業
労
働
者
が
現
今
益
々
欠
乏
す
る
の
実
情
を
按
ず
る
に
農
業
薄
利
に
し
て
他
の
業
に
転
ず
る
と
き
は
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
倍
履
す
る
の
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
を
得
る
に
因
る
」
と
し
、
二
五
年
の
大
阪
府
農
業
奨
励
事
項
協
議
会
で
の
知
事
「
訓
示
要
旨
」
で

も
「
熟
々
農
村
の
状
況
を
観
る
に
、
さ
き
の
欧
州
戦
乱
後
経
済
界
の
激
変
に
依
り
、
商
工
業
方
面
は
異
常
な
る
発
達
を
来
せ
る
も
、
農
村

の
経
済
は
之
に
追
随
す
る
を
得
ず
し
て
却
て
一
般
商
工
業
の
発
達
の
為
め
に
、
労
力
の
欠
乏
と
労
銀
物
価
の
急
激
な
る
騰
貴
と
に
依
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

其
経
営
は
困
難
に
陥
り
た
り
。
其
の
上
農
業
の
他
の
産
業
に
比
し
て
利
益
の
菲
薄
な
る
こ
と
が
因
を
な
し
て
小
作
争
議
を
醸
し
…
…
」
と

し
て
い
る
。
二
〇
年
の
「
近
年
各
地
に
於
け
る
工
業
の
勃
興
に
伴
れ
て
起
こ
つ
た
盛
な
る
労
力
の
需
要
は
低
廉
な
農
業
労
金
を
圧
迫
し
て

農
村
の
労
力
を
奪
ふ
こ
と
甚
だ
し
元
来
薄
利
な
農
業
は
仮
令
米
価
が
空
前
の
昂
騰
を
呈
し
読
菜
果
実
の
価
格
が
騰
貴
し
て
も
工
業
労
働
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

報
酬
に
到
底
及
ば
ず
…
…
」
で
も
、
ま
さ
に
相
対
的
収
支
不
償
感
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
第
一
次
大
戦
期
か
ら
二
〇
年
代
中
葉
に
大
阪
農
業
が
直
面
し
た
問
題
は
、
絶
対
的
収
支
不
償
感
の
増
大
で
は
な
く
、
農
業

と
商
工
業
の
収
益
性
楕
差
の
拡
大
に
基
因
す
る
相
対
的
収
支
不
償
感
の
増
大
と
認
識
さ
れ
、
と
く
に
商
工
業
労
賃
の
高
騰
が
農
業
の
相
対

的
収
支
不
償
感
の
形
成
要
因
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
項
で
は
、
こ
れ
を
日
雇
労
賃
の
変
動
に
即
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
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2

農
村
日
雇
労
働
力
の
欠
乏

　
図
6
で
み
る
と
、
都
市
と
農
村
の
旦
雇
賃
金
は
、
争
議
の
急
増
す
る
一
九
一
六
～
二
二
年
に
ど
ち
ら
も
高
騰
し
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
、

こ
の
図
を
「
農
業
日
雇
賃
金
の
上
昇
↓
小
作
争
議
の
発
生
」
と
い
う
自
家
労
賃
説
の
裏
付
け
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
揚
合
に
は

都
市
の
日
雇
賃
金
が
農
業
日
雇
賃
金
よ
り
急
速
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
、
争
議
発
生
の
説
明
原
理
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
こ
な
い
。
だ

が
前
項
の
検
討
に
よ
れ
ぱ
、
当
時
の
認
識
で
は
、
問
題
は
農
業
日
雇
賃
金
の
上
昇
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
都
市
の
労
賃
と
農
業
の
採
算
性

と
の
格
差
に
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
こ
の
図
で
重
要
な
の
は
、
府
下
の
争
議
状
況
が
激
化
す
る
時
期
に
図
の
二
つ
の
日
雇
労
賃
が
と
も
に
高

騰
し
な
が
ら
、
し
か
も
格
差
は
か
え
っ
て
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぱ
か
り
か
、
む
し
ろ
前
項
で
の
認
識
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ

た
相
対
的
収
支
不
償
感
は
、
二
つ
の
日
雇
労
賃
の
格
差
の
拡
大
に
よ
っ
て
こ
そ
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
図
の
よ
う

に
高
騰
し
た
都
市
日
雇
労
賃
や
、
図
に
こ
そ
示
さ
な
か
っ
た
が
そ
れ
を
上
回
る
工
業
労
賃
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
農
業
収
益
が
、
「
仮
令
米

価
が
空
前
の
昂
騰
を
呈
し
疏
菜
果
実
の
価
格
が
騰
貴
し
て
も
」
成
立
し
な
い
か
ら
、
農
業
は
「
老
農
夫
、
及
婦
女
」
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
あ

る
い
は
農
地
と
農
家
が
減
少
し
、
農
業
日
雇
労
賃
の
上
昇
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
自
家
労
賃
説
で
は
右
の
よ
う
な
二
つ
の
日
雇
労
賃
間
の
格
差
の
拡
大
が
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
争
議
発
生
の
要
因
が
「
V
」
、

つ
ま
り
農
業
内
完
結
的
な
論
理
で
説
明
さ
れ
、
こ
の
時
期
に
顕
著
な
相
対
的
収
支
不
償
感
が
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
小
商
品
生
産
説

で
は
、
「
仮
令
米
価
が
空
前
の
昂
騰
を
呈
し
疏
菜
果
実
の
価
格
が
騰
貴
し
て
も
」
な
お
争
議
が
多
発
す
る
と
い
う
事
情
を
論
理
的
に
説
明

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
両
説
は
と
も
に
当
時
の
状
況
認
識
と
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
当
該
期
の
争
議
の
特
徴
に

充
分
な
説
明
を
つ
く
せ
な
い
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
図
6
で
は
一
九
二
二
～
二
九
年
の
農
業
日
雇
労
賃
が
ほ
ぼ
二
円
の
水
準
に
は
り
つ
き
、
都
市
日
雇
労
賃
と
比
較
し
て
強
い
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図6大阪市の日雇人夫賃と農業日雇賃の変動

円／日

2

1

並人夫または
雇人夫（男）

『
農業日雇（男）

1905 1910 1915 1920 1925 1930

（出典）　『大阪府統計書』各年版より作成。

（注）　いずれもr普通」の平均，または通年の平均。
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上
方
硬
直
性
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
二
円
を
支
払
え
ば
農
業
日
雇
労
働
力
の
確
保
が
可
能
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
の
二
資
料
を
み
る
と
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
ず
、
三
島
郡
味
生
村
の
事
例
で
は
「
本
村
は
大
阪
市
に
隣
接
せ
る
為
市
の
発

展
に
伴
い
土
木
工
事
又
は
工
業
上
に
労
力
を
吸
収
せ
ら
れ
従
て
農
業
労
働
者
は
不
足
し
年
雇
は
全
く
な
し
日
雇
の
賃
銀
は
左
記
（
農
繁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

期
“
男
二
円
三
〇
銭
・
女
一
円
五
〇
銭
、
農
閑
期
”
男
一
円
八
○
銭
・
女
一
円
二
〇
銭
）
の
通
り
支
払
ふ
も
尚
雇
入
困
難
な
り
」
と
あ
り
、

ま
た
泉
南
郡
日
根
野
村
で
は
「
欧
州
戦
乱
前
の
人
夫
賃
六
〇
銭
に
て
は
雇
人
あ
り
し
も
現
今
一
円
五
〇
銭
の
人
夫
少
な
く
殊
に
季
節
雇
の

如
き
は
二
円
を
以
て
求
む
る
こ
と
更
に
困
難
な
り
雇
者
被
雇
者
の
間
に
何
か
特
殊
の
関
係
で
も
無
き
以
上
雇
人
を
得
る
こ
と
皆
無
と
称
す

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
も
敢
て
過
言
に
非
ず
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
少
な
く
と
も
、
二
二
～
二
九
年
に
農
業
日
雇
労
賃
の
み
せ
る
上
方
硬
直
性

は
、
農
業
日
雇
労
働
力
の
需
給
関
係
が
緩
和
し
た
こ
と
の
結
果
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

都市化と小作争議

3

地
主
小
作
関
係
の
変
貌

　
こ
こ
で
は
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
日
本
資
本
主
義
の
発
展
が
労
働
市
揚
を
媒
介
に
し
て
地
主
小
作
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え

た
か
を
、
小
作
料
と
小
作
契
約
の
あ
り
方
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。

　
ま
ず
小
作
料
は
、
小
作
農
民
の
減
少
と
農
業
労
働
力
の
欠
乏
に
よ
っ
て
低
落
し
て
い
る
。
都
市
化
の
影
響
が
は
や
く
現
れ
る
A
群
の
東

成
で
は
、
す
で
に
一
九
〇
〇
年
代
に
小
作
料
の
低
下
が
認
め
ら
れ
る
。
「
都
市
の
発
達
に
伴
ふ
労
働
者
の
欠
乏
等
に
由
て
稽
々
多
く
農
地

を
所
有
す
る
者
は
、
或
は
其
の
処
理
に
苦
し
む
が
如
き
事
実
あ
り
て
、
延
ひ
て
小
作
米
に
其
の
影
響
を
及
ぼ
せ
る
所
あ
り
。
…
…
今
、
大

阪
府
東
成
郡
古
市
村
に
於
け
る
稲
田
一
反
歩
小
作
米
を
例
記
す
る
左
の
如
し
。
明
治
二
三
年
一
石
六
〇
、
明
治
三
二
年
一
石
三
五
、
明
治

　
　
　
　
　
（
8
）

四
一
年
一
石
二
三
」
と
。

『
大
正
一
〇
年
小
作
慣
行
調
査
』
で
は
「
農
業
労
カ
ノ
欠
乏
」
と
「
小
作
人
勢
カ
ノ
増
大
」
の
た
め
に
府
下
の
小
作
料
は
低
落
傾
向
に
あ
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（
9
）

る
と
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
大
戦
期
以
降
の
府
下
の
商
工
業
の
発
展
が
、
一
九
〇
〇
年
代
に
は
局
部
的
で
あ
っ
た
右
の
事
態
を
一
挙
に
広

い
範
囲
に
拡
大
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
マ
レ

　
ま
た
小
作
契
約
で
は
、
文
書
契
約
が
減
少
し
口
頭
契
約
が
増
加
し
た
。
一
九
一
四
年
の
泉
南
郡
日
根
野
村
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
「
従
事

地
主
小
作
者
間
に
は
必
ず
相
当
期
間
を
定
め
小
作
証
書
を
作
成
し
た
る
も
近
来
各
地
に
諸
種
の
事
業
勃
興
し
就
業
の
途
大
に
拡
ま
り
た
れ

ば
従
て
耕
作
地
に
余
裕
を
生
ず
る
状
態
を
示
し
為
め
に
従
来
の
如
く
地
主
側
に
於
て
も
充
分
の
手
続
き
を
履
行
せ
し
む
る
如
き
事
は
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
マ
マ
〉
　
　
　
（
m
）

能
の
状
態
な
れ
ば
小
作
証
書
を
作
成
し
て
小
作
契
約
を
為
す
等
の
如
き
は
尤
も
稀
な
り
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
さ
き
の
『
小
作
慣
行
調
査
』
に
も
「
口
約
束
二
依
ル
モ
ノ
ノ
増
加
ス
ル
ハ
愛
知
、
大
阪
ノ
ニ
府
県
二
過
キ
ス
」
と
あ
り
、
小
作
契
約
が

文
書
か
ら
口
頭
に
移
る
傾
向
が
こ
の
こ
ろ
に
は
府
下
の
大
勢
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
よ
っ
て
地
主
と
小
作
と
の
力
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
あ
る
い
は
都
市
化
は
地
主
小
作
関
係
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
小
作
争
議
を
発
生
さ
せ
か
は
後
に
検
討
す
る
が
、
さ
し
あ
た
り
、
一
八
八
一
年
の
『
農
事
調
査
』
が
参
考
に
な
る
。
「
大

阪
、
堺
等
ノ
市
街
二
隣
接
セ
ル
地
方
ハ
小
作
人
ノ
勢
頗
ル
強
シ
蓋
シ
是
等
市
街
ニ
ハ
近
時
各
種
ノ
エ
揚
建
設
セ
ラ
レ
労
カ
ノ
需
要
日
ヲ
逐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ヒ
テ
増
加
ス
ル
ヲ
以
テ
若
地
主
ノ
処
置
ニ
シ
テ
己
ノ
意
二
満
タ
サ
ル
ト
キ
ハ
忽
チ
去
テ
他
二
活
路
ヲ
得
ル
コ
ト
容
易
ナ
ル
カ
故
ナ
リ
」
と

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
都
市
の
労
働
市
揚
の
展
開
は
地
主
と
小
作
と
の
力
関
係
を
接
近
な
い
し
逆
転
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

会
報
一
〇
〇
号
、
五
六
頁
、
一
九
〇
八
年
。

会
報
一
一
九
号
、
一
七
頁
、
一
九
一
〇
年
。

会
報
二
一
三
号
、
二
二
頁
、
一
九
一
八
年
。

大
阪
府
内
務
部
『
農
業
奨
励
協
議
会
要
録
』
一
頁
、
一
九
二
五
年
。

会
報
二
二
五
号
、
二
三
頁
、
一
九
二
〇
年
。

大
阪
府
内
務
部
『
農
業
経
営
改
善
指
導
農
揚
成
績
』
三
頁
、
一
九
二
七
年
。

文
中
（
　
）
内
は
田
崎
。
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（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
U
）

（
1
2
）

会
報
二
二
五
号
、
二
八
頁
、
一
九
二
〇
年
。

斎
藤
萬
吉
『
日
本
農
業
の
経
済
的
変
遷
』
復
刻
版
、
五
四
一
頁
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、

『
農
地
制
度
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
三
九
三
頁
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
〇
年
。

会
報
一
七
三
号
、
六
頁
、
一
九
一
四
年
。

前
掲
『
農
地
制
度
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
一
七
九
頁
。

『
大
阪
府
農
事
調
査
』
「
調
査
主
眼
」
三
二
丁
、
『
明
治
中
期
産
業
運
動
資
料
』
第
八
巻
ノ
一
、

一
九
七
六
年
。

日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
○
年
。
む
ろ
ん
、

松
方
デ
フ
レ
で
こ
の
事
情
は
一
変
す
る
。

三
、
「
大
小
作
争
議
」
の
発
生

1

小
作
地
返
還
の
諸
類
型

都市化と小作争議

　
本
節
で
は
、
「
大
小
作
争
議
」
の
発
生
を
返
還
戦
術
の
成
立
と
し
て
問
題
に
し
、
次
い
で
そ
れ
が
計
算
書
戦
術
に
転
換
す
る
事
情
を
検

討
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
一
九
二
〇
年
頃
の
小
作
地
返
還
の
諸
類
型
に
つ
い
て
吟
味
を
加
え
る
。

　
二
〇
～
二
一
年
の
府
下
の
小
作
地
返
還
は
、
争
議
や
都
市
化
と
の
関
係
か
ら
、
「
返
還
理
由
」
（
以
下
、
「
理
由
」
）
と
「
返
還
地
の
処
分
」

（
以
下
、
「
処
分
」
）
の
お
の
お
の
を
少
な
く
と
も
三
類
型
に
区
分
で
き
る
が
、
そ
の
前
に
表
2
の
な
り
立
ち
に
つ
い
て
断
わ
っ
て
お
こ
う
。

こ
の
表
で
扱
っ
た
事
例
数
は
六
六
だ
が
、
「
理
由
」
、
「
処
分
」
と
も
に
複
数
回
答
を
含
み
、
回
答
数
は
事
例
数
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
理
由
」
の
「
そ
の
他
」
は
「
農
業
嫌
厭
」
（
三
島
）
、
「
小
作
農
主
の
死
亡
」
（
南
河
内
）
、
「
耕
地
整
理
の
た
め
」
（
東
成
）
、
「
処
分
」
の

「
そ
の
他
」
は
「
耕
地
整
理
工
事
中
」
で
あ
る
。
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汁
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蚤
贈
ゆ
叢
』
N
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一
8
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岳
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寄
渇
。

「
理
由
」
七
三
回
答
か
ら
「
不
明
」
四
を
除
く
六
九
回
答
中
、
土
地
所
有
者
の
都
合
に
よ
る
返
還
（
類
型
A
）
は
「
宅
地
化
」
と
「
そ
の

他
」
の
う
ち
の
東
成
の
計
四
例
（
六
％
）
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
共
通
点
は
、
①
大
阪
市
の
隣
接
地
で
あ
る
東
成
に
集
中
し
、
②
原
因
は
都

市
域
の
拡
大
に
よ
る
市
街
地
化
が
主
で
あ
り
、
③
地
主
主
導
の
小
作
争
議
が
発
生
し
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
と
く
に
②
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
て
は
、
当
時
「
区
画
整
理
ノ
目
的
ヲ
為
ス
耕
地
整
理
組
合
」
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
四
例
す
べ
て
の
原
因
が
市
街

地
化
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
類
型
A
を
除
く
六
五
回
答
（
九
四
％
）
は
耕
作
者
の
都
合
に
よ
る
返
還
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
理
由
」
か
ら
推
し
て
争
議
と
関
係
し
な

い
と
考
え
ら
れ
る
類
型
B
は
「
労
力
不
足
」
二
二
、
「
転
業
」
三
、
「
そ
の
他
」
二
、
計
一
八
例
（
二
六
％
）
で
、
こ
の
類
型
の
特
徴
は
、

①
一
九
二
〇
年
前
後
に
都
市
化
の
進
展
が
急
な
豊
能
郡
に
比
較
的
集
中
し
、
②
争
議
と
の
関
連
は
な
く
と
も
、
地
主
経
営
を
動
揺
さ
せ
た



都市化と小作争議

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。

　
残
り
（
類
型
C
）
の
「
収
支
不
償
」
四
七
（
六
八
％
）
は
、
「
大
小
作
争
議
段
階
」
の
争
議
を
と
も
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
事

実
、
豊
能
郡
で
は
「
小
作
米
減
額
の
請
求
あ
り
」
が
一
例
、
ま
た
「
処
分
」
が
「
不
明
」
の
泉
南
郡
の
二
二
例
に
は
「
返
還
地
の
処
分
に

つ
い
て
は
不
明
な
る
あ
り
又
未
解
決
の
も
の
あ
れ
ど
大
体
に
於
い
て
自
作
す
る
も
の
極
め
て
少
な
く
多
く
は
反
当
一
斗
内
外
の
小
作
料
逓

減
に
よ
り
解
決
す
る
も
の
の
如
し
」
と
い
う
「
備
考
」
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
類
型
の
返
還
が
小
作
料
減
額
要
求
の
戦
術
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
年
前
後
の
小
作
地
返
還
は
、
九
割
以
上
が
耕
作
者
で
あ
る
小
作
の
都
合
に
起
因
し
、
し
か
も
ほ
ぼ
三
件
に
二
件
は

小
作
料
減
額
要
求
の
戦
術
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
こ
の
返
還
戦
術
は
当
時
の
社
会
状
況
の
中
で
ど
れ
だ
け
の
圧
力
を
地
主
に
対
し

て
発
揮
し
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
知
る
た
め
に
、
「
処
分
」
を
、
耕
地
が
潰
廃
す
る
（
類
型
a
）
、
耕
地
は
維
持
さ
れ
る
が
地
主
小

作
関
係
は
消
滅
す
る
（
類
型
b
）
、
地
主
小
作
関
係
が
維
持
さ
れ
る
（
類
型
c
）
、
に
区
分
し
、
類
型
c
の
比
率
を
検
討
す
る
。
た
だ
し
泉

南
郡
の
「
不
明
」
二
二
は
、
右
の
「
備
考
」
に
し
た
が
っ
て
「
継
続
」
と
み
な
し
、
類
型
c
に
含
め
て
お
く
。
こ
う
す
れ
ば
、
類
型
c
が

大
き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
各
類
型
の
件
数
と
比
率
は
、
類
型
a
が
「
荒
地
」
「
宅
地
化
」
の
一
三
（
一
七
％
）
、
b
が
「
自
作
」
「
そ
の
他
」
の
二
九
（
三
八
％
）
、

c
が
「
転
貸
」
「
継
続
」
の
三
四
（
四
五
％
）
と
な
り
、
「
返
還
」
後
に
地
主
小
作
関
係
が
継
続
す
る
の
は
半
数
に
満
た
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
中
に
は
地
主
の
都
合
に
よ
る
返
還
（
類
型
A
）
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
除
外
し
て
も
、
c
の
比
率
は
四
七
％
強
で
結
論

に
影
響
し
な
い
。
し
か
も
類
型
c
の
中
に
は
、
「
小
作
料
逓
減
」
「
宛
米
を
減
じ
転
小
作
」
な
ど
、
地
主
の
小
作
料
収
入
が
減
少
し
た
事
例

も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
「
理
由
」
と
「
処
分
」
の
関
係
で
も
、
特
定
の
「
理
由
」
類
型
と
特
定
の
「
処
分
」
類
型
の
問
に
有
意
の
相
関
は
認
め
ら
れ
ず
、
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類
型
B
、
C
が
「
処
分
」
で
は
「
地
主
自
作
」
や
「
荒
地
」
と
な
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
小
作
側
が
提
起
す
る
「
返
還
」
（
類
型
B
、
C
）
が
地
主
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
脅
威
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

つ
ま
り
、
小
作
地
返
還
と
い
う
小
商
品
生
産
説
に
と
っ
て
は
一
見
矛
盾
に
み
ち
た
戦
術
が
小
作
料
減
額
争
議
の
戦
術
と
し
て
有
効
と
な
り

う
る
経
済
的
・
社
会
的
状
況
が
、
こ
の
時
期
の
大
阪
府
で
は
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
大
小
作
争
議
段
階
」
の
時
期
に
小
作
地
返
還
が
各
地
で
発
生
し
、
そ
の
た
め
に
帝
国
農
会
が
一
九
二
二
～
二
六
年
に
か

け
て
全
国
的
な
調
査
を
実
施
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
研
究
で
は
、
類
型
B
は
も
と
よ
り
、
小
作
地
返
還
そ
の
も
の
に
つ
い
て
さ

え
充
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
し
、
そ
の
位
置
づ
け
も
不
十
分
な
も
の
に
終
っ
て
い
る
。
本
稿
と
同
様
に
返
還
戦
術
か
ら
計
算

書
戦
術
へ
の
転
換
を
重
視
す
る
青
木
恵
一
郎
も
、
帝
国
農
会
の
「
小
作
地
返
還
面
積
調
査
」
の
結
果
を
す
べ
て
返
還
戦
術
に
よ
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
て
扱
い
、
類
型
B
の
存
在
を
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
。
し
か
し
類
型
B
の
存
在
こ
そ
行
論
と
の
関
係
で
は
重
要
で
あ
る
。
事
例
を
紹
介

し
、
そ
の
意
義
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
大
阪
の
労
働
市
揚
の
影
響
に
言
及
し
た
一
九
一
〇
年
の
兵
庫
県
の
例
を
あ
げ
る
。
支
配
人
が
地
主
に
あ
て
た
手
紙
の
一
節
で
あ

る
。
「
村
及
隣
村
ハ
米
価
下
落
ト
日
雇
高
キ
ト
に
て
一
変
シ
皆
作
ヲ
減
シ
下
方
之
働
き
人
ハ
箕
有
電
鉄
に
て
大
阪
又
ハ
箕
面
等
各
方
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

出
働
候
故
可
成
我
上
田
附
宛
に
て
宛
る
丈
宛
附
候
へ
共
左
記
之
通
（
九
反
二
畝
一
九
歩
）
残
り
候
」
。
次
に
東
成
郡
古
市
村
の
一
九
一
〇

年
頃
の
も
の
。
「
明
治
一
八
年
大
水
害
後
農
業
利
益
の
薄
き
に
よ
り
他
に
移
住
す
る
小
作
人
兼
労
働
者
多
く
且
っ
日
清
日
露
戦
後
大
阪
市

へ
転
住
す
る
も
の
其
の
数
を
増
し
甚
だ
し
き
は
農
業
を
廃
し
純
然
た
る
商
工
業
家
と
な
り
剰
へ
日
露
戦
後
大
阪
市
へ
労
働
者
吸
収
せ
ら
れ

　
（
4
V

　
…
」
。
こ
こ
で
は
小
作
地
返
還
の
明
示
は
な
い
が
、
内
容
か
ら
推
定
し
て
類
型
B
の
返
還
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
南
河
内
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
マ
マ
レ

千
代
田
村
の
事
例
。
「
近
時
に
至
り
諸
工
業
の
勃
興
と
共
に
一
般
賃
金
の
大
に
昇
関
し
為
め
に
小
作
者
の
耕
作
反
別
を
減
じ
他
に
職
を
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ず
る
も
の
多
く
地
主
に
於
て
も
亦
之
れ
が
止
む
を
得
ざ
る
の
勢
と
な
れ
る
」
。
ま
た
一
九
二
二
年
の
豊
能
郡
で
は
、
小
作
人
の
転
業
に
よ
る
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（
6
）

「
耕
地
返
還
は
一
種
の
流
行
性
を
帯
び
」
て
多
発
し
た
と
い
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
類
型
B
は
農
業
と
商
工
業
、
農
業
と
都
市
型
労
賃
と
の
収
益
性
の
格
差
に
も
と
づ
く
労
働
力
移
動
に
よ
っ
て
生
ず
る

が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
類
型
C
が
類
型
B
の
存
在
を
そ
の
前
提
条
件
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
類
型
B
の
返
還
が
つ
づ
く
と
、
地
主
は
や

が
て
返
還
地
の
自
作
や
転
貸
が
困
難
な
状
況
に
追
い
こ
ま
れ
て
、
返
還
戦
術
が
有
効
に
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
農
業
労
働
力

に
対
す
る
耕
地
の
相
対
的
過
剰
が
な
け
れ
ば
、
小
作
地
返
還
が
戦
術
と
し
て
有
効
に
な
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
か
ら
、
一
九
二
〇
年
頃
の
大
阪
府
で
は
三
つ
の
「
理
由
」
の
小
作
地
返
還
が
並
存
し
、
類
型
B
、
C
が
都
市
型
労
働
市
揚
の
拡
大

に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
を
知
っ
た
（
類
型
A
は
後
述
）
。
と
く
に
第
一
次
大
戦
期
以
降
の
都
市
化
の
過
程
で
農
業
労
働
力
の
不
足
が
進

み
、
二
〇
年
前
後
に
な
る
と
地
主
は
返
還
さ
れ
た
耕
地
を
自
作
ま
た
は
転
貸
し
て
耕
地
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
小
作
地

と
し
て
維
持
し
え
た
揚
合
で
も
小
作
料
の
減
額
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
経
営
的
に
不
安
定
な
立
揚
に
た
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
を
小
作
側
か
ら
み
れ
ば
「
返
還
」
が
小
作
料
減
額
争
議
の
戦
術
と
し
て
有
効
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
こ
こ
に
「
土
地
の
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

同
返
還
と
い
う
団
体
的
抗
争
方
法
」
が
「
最
初
の
小
作
争
議
戦
術
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

都市化と小作争議

2

返
還
戦
術
争
議
の
発
生

　
ま
ず
、
多
く
の
事
例
か
ら
一
部
を
紹
介
す
る
。
最
初
は
、
経
過
か
ら
み
て
返
還
戦
術
争
議
と
思
わ
れ
る
三
島
郡
味
生
村
「
一
津
屋
共
同

耕
作
組
合
」
の
「
経
営
の
動
機
」
で
あ
る
。
「
本
農
場
の
所
在
地
は
大
阪
市
へ
の
交
通
の
便
比
較
的
宜
し
き
を
以
て
近
年
工
業
労
働
者
と

し
て
通
勤
す
る
者
漸
時
増
加
し
為
に
農
業
労
力
欠
乏
し
労
賃
の
騰
貴
を
来
し
延
て
小
作
料
減
免
に
関
す
る
小
作
者
側
の
要
求
甚
し
く
交
渉

不
調
の
結
果
返
地
す
る
者
続
出
す
る
に
至
り
し
を
以
て
地
主
大
西
多
治
郎
の
主
唱
に
依
り
部
落
内
の
地
主
一
五
名
協
議
の
上
大
正
九
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

二
月
小
作
返
還
地
を
共
同
管
理
す
る
た
め
本
組
合
を
設
立
し
た
り
」
。
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な
　
　
ご

　
次
に
、
類
似
の
事
情
を
地
主
の
立
揚
か
ら
述
べ
た
北
河
内
郡
川
越
村
「
坂
本
農
場
」
の
事
例
。
「
干
時
大
正
一
一
年
六
月
植
付
時
期
に

際
し
小
作
人
年
貢
三
割
減
を
要
求
し
之
を
容
れ
ざ
れ
ば
借
地
返
還
す
と
の
申
込
み
を
な
す
如
何
に
利
害
を
諭
す
も
応
ぜ
ず
全
く
一
部
の
者

の
煽
動
に
基
き
地
主
に
於
て
何
等
準
備
な
く
自
然
小
作
の
要
求
に
応
ず
る
も
の
と
の
悪
策
に
外
な
ら
ず
之
れ
が
一
時
的
の
も
の
な
れ
ば
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

撫
否
譲
歩
の
途
あ
る
も
然
ら
ざ
る
を
以
て
止
む
を
得
ず
還
地
を
受
け
た
り
」
。

　
さ
ら
に
、
泉
南
郡
日
根
野
村
の
事
例
。
欧
州
「
戦
乱
勃
発
以
来
戦
時
工
業
の
発
達
を
見
労
働
賃
金
高
く
な
る
に
従
ひ
小
作
者
の
意
気
強

く
小
作
料
を
低
減
せ
し
め
ん
と
す
る
為
稽
も
す
れ
ぱ
土
地
返
納
を
申
出
で
又
は
地
主
よ
り
何
う
か
先
ず
作
つ
て
下
さ
れ
と
の
言
を
待
つ
て

作
つ
て
や
る
等
の
事
あ
り
殊
に
こ
の
風
益
麦
進
み
て
一
部
落
又
は
一
村
農
民
相
互
に
結
束
の
上
団
体
の
威
力
及
土
地
乗
換
の
武
器
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

減
免
を
要
求
し
来
る
の
傾
向
あ
り
」
。

　
そ
し
て
、
三
島
郡
清
水
村
の
事
例
。
同
村
「
字
真
上
の
小
作
人
三
十
五
人
は
、
地
主
山
下
卯
三
郎
、
田
中
六
右
衛
門
外
四
十
余
名
に
対

し
、
十
一
日
本
年
度
年
貢
米
一
石
六
斗
中
三
斗
減
額
を
要
求
し
、
容
れ
ら
れ
ず
ば
夏
至
三
日
前
に
至
り
耕
地
約
四
十
町
歩
を
返
還
せ
ん
と

申
込
ん
だ
の
で
、
地
主
側
は
頻
り
に
対
抗
策
を
協
議
中
で
あ
る
、
右
減
額
要
求
の
主
因
は
、
過
般
解
決
し
た
春
日
村
に
な
ら
っ
て
、
小
作

農
は
収
支
償
は
ず
他
業
に
転
ず
る
と
言
ふ
の
で
、
目
下
高
槻
近
在
で
は
大
日
本
紡
敷
地
地
均
し
人
夫
及
湯
浅
蓄
電
、
絹
綿
紡
織
両
会
社
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

職
工
募
集
等
あ
つ
て
、
地
主
側
の
頭
痛
の
種
と
な
つ
て
居
る
」
。

　
右
の
ど
の
事
例
も
、
都
市
型
労
働
市
揚
の
拡
大
が
返
還
戦
術
争
議
を
発
生
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
凝
縮
し
て
示
し
て
い
る
。
猪
俣
津
南

雄
の
『
窮
乏
の
農
村
』
の
「
大
阪
の
小
作
人
が
言
っ
た
よ
う
に
、
前
の
全
盛
期
は
『
い
つ
で
も
町
へ
出
ら
れ
る
時
代
、
百
姓
せ
い
で
も
食

え
る
時
代
で
あ
っ
た
、
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
土
地
返
還
同
盟
を
つ
く
っ
て
闘
っ
た
。
』
ぐ
ず
ぐ
ず
言
え
ぱ
こ
っ
ち
か
ら
土
地
を
地
主
に
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

し
て
や
る
と
い
う
意
気
組
で
あ
っ
た
」
と
い
う
の
も
、
同
じ
事
情
を
し
め
し
て
い
る
。
資
本
主
義
の
発
展
が
農
業
労
働
力
の
流
出
と
小
作

地
の
相
対
的
過
剰
を
生
ん
で
地
主
経
営
を
揺
る
が
す
。
一
九
二
〇
年
前
後
に
は
争
議
の
「
大
半
は
農
業
労
力
不
足
に
基
因
し
て
小
作
側
の
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（
坦
）

腰
強
く
、
地
主
の
泣
寝
入
り
に
終
れ
る
」
ほ
ど
旺
盛
な
都
市
型
労
働
市
揚
の
吸
引
力
を
背
景
に
、
小
作
側
は
小
作
料
減
額
を
要
求
し
て
争

議
に
起
ち
上
が
る
。
彼
ら
を
突
き
動
か
す
の
は
増
大
す
る
相
対
的
収
支
不
償
感
で
あ
り
、
彼
ら
の
戦
術
は
小
作
地
の
相
対
的
過
剰
に
悩
む

地
主
経
営
を
一
層
苦
境
に
陥
れ
る
返
還
戦
術
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
争
議
の
戦
術
が
一
見
彼
ら
の
要
求
と
矛
盾
す
る
返
還
戦
術
に
な
る
こ
と

は
む
し
ろ
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
計
算
書
戦
術
に
転
換
す
る
こ
と
に
こ
そ
か
え
っ
て
相
応
の
理
由
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
そ
の
理
由
を
検
討
す
る
ま
え
に
、
冒
頭
に
示
し
た
「
大
小
作
争
議
段
階
」
の
小
作
争
議
の
諸
特
徴
を
、
返
還
戦
術
を
生
み
だ
し
た
経
済

的
・
社
会
的
諸
条
件
の
中
で
ど
う
説
明
で
き
る
か
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
当
該
期
の
争
議
の
特
徴
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
争
議
の
大
規
模
性
は
、
戦
術
に
規
定
さ
れ
て
で
て
く
る
主
体
的
努
力
と
争
議
を
支
え
る

客
観
的
条
件
の
複
合
の
所
産
で
あ
る
。
返
還
戦
術
は
「
返
還
」
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
威
力
を
増
す
か
ら
、
小
作
側
は
争
議
の
大
規
模
化
を

主
体
的
に
追
及
す
る
。
争
議
を
支
え
る
客
観
的
条
件
で
あ
る
都
市
型
労
働
市
揚
は
そ
れ
自
体
が
地
理
的
空
間
で
あ
り
、
そ
の
空
間
内
で
は

市
揚
の
作
用
は
個
々
の
農
民
経
営
の
個
別
性
を
超
え
た
一
般
性
を
持
っ
か
ら
、
相
対
的
収
支
不
償
感
も
経
営
の
個
別
性
を
超
え
て
成
立
し
、

そ
の
克
服
を
め
ざ
す
小
作
料
減
額
は
小
作
側
の
共
通
の
利
害
と
な
っ
て
、
多
数
の
農
民
を
結
集
さ
せ
る
共
通
の
要
求
と
な
る
。

　
争
議
の
担
い
手
に
み
ら
れ
る
階
層
性
は
、
市
揚
の
一
般
性
と
経
営
の
個
別
性
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
相
対
的

収
支
不
償
感
は
小
作
農
よ
り
も
自
小
作
農
に
痛
切
に
意
識
さ
れ
る
。
土
地
を
所
有
し
な
い
た
め
に
か
え
っ
て
離
農
が
容
易
な
小
作
農
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

「
身
の
軽
い
丈
夫
れ
丈
、
系
累
の
少
い
丈
夫
れ
丈
、
…
…
根
本
的
に
農
業
を
捨
て
』
」
こ
の
時
期
も
っ
と
も
激
し
く
減
少
し
、
相
対
的
収

支
不
償
感
か
ら
自
ら
を
「
解
放
」
し
て
い
る
の
に
対
し
、
多
少
な
り
と
も
土
地
を
所
有
し
経
営
の
規
模
も
大
き
く
、
集
約
化
を
進
め
て
い

る
自
小
作
農
は
、
そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
離
農
も
余
剰
労
働
力
の
放
出
も
困
難
で
小
作
料
の
重
圧
下
に
お
か
れ
た
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。

僅
か
な
面
積
の
土
地
所
有
が
離
農
を
阻
止
す
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
〇
年
代
前
半
に
自
小
作
が
減
少
す
る
の
は
、
都
市
化
の

す
さ
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
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ち
な
み
に
、
こ
の
土
地
所
有
の
離
農
阻
止
効
果
は
、
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
大
阪
府
農
会
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
府
農
会

が
自
作
農
創
設
事
業
を
提
唱
す
る
論
拠
と
な
っ
て
い
る
。
小
作
農
に
零
細
な
耕
地
片
を
所
有
さ
せ
て
離
農
と
農
業
の
荒
廃
を
阻
止
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
策
意
図
で
立
案
さ
れ
た
自
創
事
業
に
は
そ
も
そ
も
小
作
農
の
自
作
農
化
や
全
小
作
地
の
自
作
地
化
な
ど

必
要
な
は
ず
も
な
く
、
自
創
規
模
の
楼
小
な
こ
と
は
理
の
当
然
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人
の
自
作
農
の
創
設
よ
り
も
百
人
の
小
自

作
農
の
創
設
の
ほ
う
が
、
政
策
の
目
標
に
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
都
市
型
労
働
市
場
の
拡
大
は
、
都
市
型
労
働
市
揚
に
包
摂
さ
れ
た
農
村
の
階
層
序
列
を
激
し
く
動
揺
さ
せ
た
は
ず
で
あ
る
。
地
主
側
と

小
作
農
民
の
力
関
係
は
接
近
あ
る
い
は
逆
転
し
、
小
作
農
民
内
部
で
も
都
市
型
労
働
市
揚
に
関
与
で
き
た
経
営
と
で
き
な
い
経
営
の
序
列

が
ゆ
ら
ぎ
、
関
与
で
き
な
い
経
営
に
相
対
的
収
支
不
償
感
が
つ
の
る
。
だ
か
ら
、
本
稿
で
い
う
小
作
争
議
状
況
の
成
立
と
は
、
都
市
化
に

よ
る
村
内
階
層
秩
序
の
動
揺
と
相
対
的
収
支
不
償
感
の
増
大
に
よ
っ
て
争
議
の
中
心
的
担
い
手
が
成
長
す
る
こ
と
、
と
言
い
換
え
る
こ
と

も
で
き
る
。

　
第
一
次
大
戦
期
と
そ
の
後
の
日
本
資
本
主
義
の
急
速
な
発
展
で
「
京
浜
、
京
阪
神
・
愛
知
・
福
岡
と
い
っ
た
商
工
業
大
都
市
の
労
働
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

市
揚
圏
に
つ
よ
く
く
み
こ
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
」
に
小
作
争
議
状
況
が
あ
ら
わ
れ
て
「
大
小
作
争
議
段
階
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

3

小
作
争
議
戦
術
の
転
換

88

　
都
市
化
が
い
わ
ぱ
論
理
必
然
的
に
生
み
だ
し
た
返
還
戦
術
は
「
大
小
作
争
議
段
階
」
を
通
し
て
府
下
で
は
も
っ
と
も
多
用
さ
れ
た
戦
術

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
有
効
性
を
発
揮
し
た
戦
術
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
戦
術
は
、
小
作
農
民
が
地
主
に
対
し
て
小
作
料
減
額
か
、

小
作
地
返
還
か
の
二
者
択
一
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
小
作
農
民
の
意
に
反
し
て
地
主
が
小
作
地
返
還
を
選
ん
だ
揚
合
に
は
、
せ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

か
く
の
戦
術
が
地
主
の
土
地
取
上
げ
を
引
き
出
し
て
「
敗
北
的
戦
術
」
に
転
化
す
る
と
い
う
致
命
的
欠
陥
を
は
ら
ん
で
い
た
。
実
際
、
一
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九
一
二
年
頃
に
な
る
と
、
地
主
の
対
抗
の
前
に
欠
陥
が
露
呈
し
は
じ
め
る
。

　
二
一
年
六
月
の
豊
能
郡
庄
内
村
の
争
議
で
は
、
小
作
料
減
額
を
拒
否
さ
れ
た
小
作
農
民
が
耕
地
を
返
還
し
て
不
耕
作
同
盟
を
結
ぶ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

地
主
は
「
自
作
手
段
」
に
出
て
小
作
農
民
と
対
抗
し
、
一
一
月
の
三
島
郡
味
生
村
の
争
議
で
は
、
一
五
町
歩
の
耕
地
を
返
還
さ
れ
た
地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

が
「
他
に
小
作
人
を
求
め
」
て
共
同
耕
作
の
準
備
に
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
年
に
返
還
を
受
け
た
地
主
の
な
か
に
は
、
翌
年
に
な

っ
て
「
米
国
か
ら
耕
作
器
械
を
買
入
れ
て
耕
作
中
で
あ
っ
た
が
、
何
分
人
夫
の
賃
銀
が
高
い
の
で
収
支
つ
ぐ
な
は
ず
、
朝
鮮
人
七
人
を
雇

　
　
（
1
9
）

ひ
入
れ
た
」
り
、
さ
ら
に
は
「
近
来
小
作
人
の
態
度
動
も
す
れ
ば
放
躍
に
流
れ
土
地
返
還
を
以
て
地
主
を
威
圧
す
る
が
如
き
趨
勢
益
々
濃

厚
と
な
り
到
底
一
時
的
の
糊
塗
策
を
以
て
解
決
し
得
べ
き
に
あ
ら
ず
と
し
小
作
人
暦
懲
の
目
的
に
て
積
極
的
に
自
己
の
水
田
四
町
歩
を
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

還
せ
し
め
」
「
瑞
西
製
自
動
耕
私
機
を
購
入
し
て
大
農
耕
転
法
を
試
」
み
る
地
主
も
現
わ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
地
主
の
反
攻
の
前
に
返
還
戦
術
の
欠
陥
が
露
呈
し
は
じ
め
、
新
し
い
戦
術
が
要
請
さ
れ
る
に
い
た
る
。
創
立
間
も
な
い
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

農
が
、
一
九
一
二
年
の
I
L
O
決
議
や
当
時
の
農
政
学
者
ら
の
影
響
下
に
、
労
働
者
意
識
の
喚
起
と
計
算
書
戦
術
へ
の
転
換
を
呼
び
か
け

る
の
も
、
ひ
と
つ
に
は
、
よ
う
や
く
目
立
ち
は
じ
め
た
地
主
の
反
攻
を
打
破
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
府
下
で
の
計
算
書
戦
術
は
、
管
見
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

か
ぎ
り
、
三
島
郡
山
田
村
の
争
議
で
、
日
農
の
指
導
下
に
成
立
し
た
農
民
組
合
が
二
二
年
一
〇
月
「
小
作
収
支
計
算
書
」
を
配
布
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

を
嗜
矢
と
し
、
翌
月
に
は
豊
能
郡
菅
野
村
の
争
議
で
も
計
算
書
が
配
ら
れ
て
い
る
。

　
確
か
に
、
計
算
書
戦
術
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
返
還
戦
術
よ
り
す
ぐ
れ
た
戦
術
で
あ
っ
た
。

　
第
一
に
、
返
還
戦
術
の
致
命
的
欠
陥
が
克
服
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
返
還
戦
術
に
直
面
し
た
地
主
の
な
か
に
は
、
一
九
二
二
年
以
降
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

も
、
さ
き
の
「
坂
本
農
場
」
の
よ
う
に
直
接
経
営
に
の
り
だ
す
者
、
返
還
地
に
「
淡
路
島
ヨ
リ
雇
傭
労
働
カ
ヲ
入
レ
」
る
な
ど
労
働
市
揚

の
限
界
性
を
利
用
し
て
市
揚
外
か
ら
労
働
力
を
調
達
す
る
者
、
さ
ら
に
は
海
外
か
ら
耕
作
機
械
を
購
入
し
て
労
働
力
不
足
や
労
賃
高
騰
に

対
処
す
る
者
な
ど
、
小
作
地
返
還
へ
の
対
策
が
進
み
、
戦
術
の
欠
陥
克
服
は
小
作
農
民
に
と
っ
て
死
活
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
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第
二
に
、
計
算
書
戦
術
で
は
小
作
側
の
要
求
の
根
拠
が
数
字
で
客
観
的
に
示
さ
れ
る
か
ら
、
争
議
の
調
停
に
立
つ
第
三
者
は
も
と
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

当
事
者
で
あ
る
地
主
、
小
作
双
方
に
も
説
得
力
が
増
す
こ
と
で
あ
る
。
「
農
業
日
雇
賃
銀
を
『
V
』
評
価
の
基
礎
」
と
し
た
計
算
書
は
、

小
作
側
に
は
彼
ら
の
相
対
的
収
支
不
償
感
を
客
観
的
に
証
明
し
て
要
求
の
正
当
性
を
確
信
さ
せ
、
団
結
と
闘
争
力
を
強
化
す
る
武
器
と
な

り
、
地
主
に
と
っ
て
は
、
引
き
あ
げ
た
小
作
地
を
日
雇
労
働
で
維
持
す
れ
ぱ
経
営
的
に
破
綻
す
る
こ
と
を
示
す
見
積
書
で
あ
り
、
小
作
側

の
要
求
を
容
れ
て
荒
地
化
と
小
作
料
収
入
の
途
絶
を
回
避
す
る
方
が
、
当
時
の
労
働
市
揚
の
下
で
は
、
賢
明
か
つ
安
全
な
こ
と
を
示
す
計

算
書
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
雇
用
労
働
に
依
存
し
て
失
敗
し
た
例
は
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
年
貢
米
減
額
要
求
容
れ
ら
れ

ざ
る
に
つ
き
、
多
数
は
返
地
し
、
地
主
側
は
之
に
対
抗
し
て
、
奈
良
県
下
か
ら
十
数
名
の
小
作
労
働
者
を
雇
入
れ
、
共
同
耕
作
を
実
行
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

る
が
、
作
業
成
績
思
は
し
か
ら
ざ
る
よ
り
」
小
作
料
減
額
に
応
じ
た
例
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
も
と
よ
り
、
計
算
書
の
説
得
力
は
、
「
『
V
』
評
価
の
基
礎
」
の
農
業
日
雇
賃
金
が
「
各
種
労
働
賃
銀
の
な
か
で
も
っ
と
も
低
劣
な
部
類
」

に
属
す
る
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
い
。
他
の
い
か
な
る
賃
金
を
も
っ
て
し
て
も
、
調
停
に
立
つ
第
三
者
は
も
と
よ
り
、
争
議
の
当
事
者
す

ら
説
得
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
都
市
型
労
働
市
揚
の
成
長
が
う
ん
だ
返
還
戦
術
が
そ
の
た
め
に
抱
え
こ
ん
だ
地
理
的
空
間
的
制
約
が
、
計
算
書
戦
術
に
よ
っ

て
取
り
の
ぞ
け
る
か
ら
で
あ
る
。
計
算
書
戦
術
こ
そ
が
、
本
格
的
減
免
争
議
を
全
国
各
地
で
闘
う
に
ふ
さ
わ
し
い
戦
術
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
両
戦
術
の
優
劣
は
明
白
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
府
下
で
は
返
還
戦
術
の
ほ
う
が
多
用
さ
れ
、
計
算
書
戦
術
が
主
流

を
し
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
大
小
作
争
議
段
階
」
を
と
お
し
て
府
下
の
農
外
労
働
市
揚
の
吸
引
力
が
持
続
し
、
小
作
地
返

還
が
戦
術
と
し
て
の
有
効
性
を
喪
失
し
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
既
述
の
よ
う
に
、
小
作
農
民
た
ち
が
耕
地
を
返
還
し
て

労
働
者
に
な
る
こ
と
は
、
日
農
の
戦
術
転
換
後
も
き
わ
め
て
現
実
的
な
選
択
肢
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
日
農
が
小
作
農
民
を
労
働

者
と
規
定
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
農
外
へ
の
労
働
力
移
動
が
な
お
当
時
は
存
在
し
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
規
定
を
あ
な
が
ち
誤
り
と
し
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（
圏
）

て
裁
断
し
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
だ
が
、
計
算
書
戦
術
に
も
限
界
は
あ
る
。
計
算
書
の
説
得
力
も
、
究
極
に
は
争
議
地
の
属
す
る
都
市
型
労
働
市
揚
の
あ
り
方
に
依
存
す

る
か
ら
で
あ
る
。
労
働
市
揚
の
展
開
が
微
弱
で
返
還
戦
術
が
採
用
で
き
な
い
よ
う
な
地
域
で
は
、
同
じ
計
算
書
戦
術
で
も
説
得
力
は
弱
く
、

争
議
も
紛
糾
し
て
長
期
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
都
市
型
労
働
市
揚
の
成
長
が
弱
ま
り
、
日
雇
賃
金
格
差
が
縮
小
す
れ
ば
、
計
算
書

の
説
得
力
は
以
前
よ
り
弱
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
〇
年
代
第
四
四
半
期
の
大
阪
は
、
後
者
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

　
こ
う
し
た
限
界
が
あ
る
に
し
て
も
、
二
つ
の
戦
術
の
優
劣
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
戦
術
転
換
を
、
農
民
運
動
の
前
進
と
評
価
す
る
所
以

で
あ
る
。

都市化と小作争議

（（（（（（（（（（（（（13121110987654321
）））））））））））））

『
地
方
別
小
作
争
議
概
要
』
昭
和
五
年
、
三
二
〇
頁
。

青
木
恵
一
郎
前
掲
書
、
四
三
頁
。

山
崎
隆
三
「
大
正
期
都
市
周
辺
に
お
け
る
地
主
制
」
『
経
済
学
雑
誌
』
七
〇
ー
五
・
六
、

会
報
一
一
九
号
、
一
九
頁
、
一
九
一
〇
年
。

同
前
書
、
二
三
頁
。

『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
二
二
年
五
月
一
一
日
。

青
木
恵
一
郎
前
掲
書
、
三
九
頁
。

大
阪
府
内
務
部
『
農
業
経
営
改
善
指
導
農
揚
成
績
』
一
頁
、
一
九
二
七
年
。

同
前
書
、
六
九
頁
。

会
報
二
二
五
号
、
二
九
頁
、
一
九
二
〇
年
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
二
二
年
五
月
一
四
日
。

猪
俣
津
南
雄
『
踏
査
報
告
窮
乏
の
農
村
』
二
〇
八
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
。

『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
一
九
年
四
月
一
六
日
。

二
九
頁
。
文
中
（
　
）
は
田
崎
。
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（（（（（（（（（（（（（（（28　27　26　25　24　23　22　21　20　19　18　17　16　15　14

）））））））））））））））
山
崎
延
吉
前
掲
論
文
。

暉
峻
衆
三
前
掲
書
、
二
六
二
頁
。

青
木
恵
一
郎
前
掲
書
、
四
三
頁
。

『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
二
一
年
七
月
三
日
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
　
一
九
一
二
年
一
二
月
一
三
日
。

『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
二
二
年
五
月
一
八
日
。
『
労
働
運
動
概
況
』
大
正
一
一
年
、
四
六
頁
。

『
労
働
運
動
概
況
』
大
正
二
年
、
四
四
頁
。

中
村
政
則
前
掲
書
、
二
四
四
～
二
四
五
頁
。

『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
二
二
年
一
〇
月
一
一
日
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
　
一
九
二
二
年
一
一
月
一
一
日
。

『
地
方
別
小
作
争
議
概
要
』
大
正
一
三
年
、
「
大
阪
府
」
。

暉
峻
衆
三
前
掲
書
、
二
二
六
頁
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
二
三
年
五
月
六
日
。

暉
峻
衆
三
前
掲
書
、
二
六
八
頁
。

島
袋
善
弘
「
一
九
二
〇
～
三
〇
年
に
お
け
る
農
民
運
動
の
展
開
」
『
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

＝
二
、
一
九
八
○
年
は
、
労
働
者
規
定

92

が
生
じ
た
時
代
背
景
を
配
慮
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

四
、
都
市
化
に
よ
る
小
作
争
議
の
抑
止
と
変
質

　
一
九
二
〇
年
代
中
葉
以
降
府
下
争
議
の
相
貌
は
変
容
を
と
げ
る
。
大
阪
市
周
辺
で
は
地
主
の
土
地
取
り
上
げ
が
増
加
し
、
地
主
攻
勢
の

争
議
が
増
え
る
。
さ
ら
に
二
〇
年
代
の
第
四
四
半
期
か
ら
三
〇
年
代
初
頭
の
間
に
争
議
件
数
が
激
減
し
、
争
議
の
多
発
地
も
三
島
、
北
河



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
と

内
か
ら
南
河
内
に
移
り
、
景
気
後
退
を
反
映
し
た
生
活
防
衛
的
争
議
に
な
る
。
「
大
小
作
争
議
段
階
」
の
争
議
状
況
は
崩
壊
し
た
と
い
っ
て

よ
い
。

　
こ
の
争
議
状
況
の
崩
壊
に
つ
い
て
は
近
年
精
力
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
以
下
で
は
こ
れ
を
正
面
か
ら
論
ず
る
の
で
は
な
く
、

都
市
化
が
争
議
抑
制
的
に
機
能
す
る
こ
と
を
、
二
つ
の
揚
合
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。
都
市
向
農
業
の
発
展
と
都
市
域
の
拡
大
で
あ
る
。

都市化と小作争議

．
－

都
市
向
農
業
の
発
展
と
小
作
争
議

　
都
市
型
労
働
市
場
の
停
滞
や
縮
小
は
労
働
力
の
農
外
流
出
を
と
ど
め
、
相
対
的
収
支
不
償
感
を
弱
め
て
、
「
大
小
作
争
議
段
階
」
の
争

議
の
発
生
を
抑
止
す
る
が
、
絶
対
的
収
支
不
償
感
ま
で
も
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
景
気
が
後
退
し
生
活
基
盤
が
脅
か
さ
れ
て

く
る
と
、
絶
対
的
収
支
不
償
感
が
強
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
収
支
不
償
感
全
体
の
成
立
を
阻
む
の
は
、
農
業
が
高
い
収
益
を
も
た
ら
す
揚
合

で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
都
市
向
農
業
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
第
一
次
大
戦
期
か
ら
二
〇
年
代
中
葉
に
か
け
て
の
都
市
の
膨
脹
は
非
農
業
人
ロ
の
集
積
を
す
す
め
巨
大
な
消
費
市
揚
の
形
成
を
促
し
た
。

都
市
向
農
産
物
市
場
も
量
的
に
飛
躍
的
な
拡
大
を
と
げ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
特
有
の
嗜
好
は
質
的
に
も
都
市
向
農
業
の
形
成
を
促
し
た
。

府
下
農
産
物
の
価
格
構
成
も
二
〇
年
代
を
と
お
し
て
変
化
し
、
米
麦
の
比
重
低
下
と
、
食
用
・
園
芸
・
工
芸
農
産
物
の
比
重
増
大
が
進
ん

だ
（
表
3
）
。
新
た
な
市
揚
に
適
応
し
た
農
業
経
営
で
は
概
し
て
高
い
収
益
が
実
現
し
、
相
対
的
・
絶
対
的
収
支
不
償
感
が
抑
止
ま
た
は

解
消
さ
れ
、
争
議
の
発
生
を
防
止
し
た
。
ま
ず
、
事
例
を
紹
介
す
る
。

　
泉
南
タ
マ
ネ
ギ
産
地
の
日
根
野
村
は
「
農
業
を
営
む
に
は
至
便
の
地
に
し
て
経
済
上
多
少
の
変
動
あ
る
も
容
易
に
一
家
を
挙
っ
て
他
業

に
転
ず
る
者
な
か
り
き
」
と
こ
ろ
、
欧
州
「
戦
乱
勃
発
以
来
工
業
の
勃
興
に
よ
り
て
其
工
賃
高
く
独
り
米
価
は
又
々
下
落
す
る
所
と
な

り
」
男
女
と
も
転
業
者
が
続
出
し
「
此
分
に
て
進
む
時
は
耕
地
荒
廃
の
止
む
な
き
に
至
る
や
も
計
れ
ず
と
憂
へ
ら
れ
」
「
戦
乱
終
熔
と
共
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　　　　　　　　　　表3　大阪府の農産物価格構成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝千円，％）

　　　　　　　　　　　　　　　価　　格

　　　　　　米麦食用園芸工芸計（千円）
　1922　　　35648　　　　　3053　　　　　1541　　　　12685　　　　　　633　　　　　　53560

　　24　　　　38845　　　　　3277　　　　　1378　　　　12599　　　　　　721　　　　　　56820

　　26　　　37633　　　　　3385　　　　　1295　　　　10969　　　　　　999　　　　　　5堺281

　　28　　　32573　　　　　2982　　　　　1327　　　　12719　　　　　1268　　　　　　50869

　　30　　　23953　　　　　1922　　　　　1063　　　　11187　　　　　1256　　　　　　39381

　　　　　　　　　　　　　　　構成比
　1922　　　　　66．6　　　　　　5．7　　　　　　2，9　　　　　　23．7　　　　　　　1．2　　　　　　　100，0

　　24　　　　　68．4　　　　　　5．8　　　　　　　2，4　　　　　　22．2　　　　　　　1．3　　　　　　　100．0

　　26　　　　　69．3　　　　　　6．2　　　　　　2．4　　　　　　20．2　　　　　　　1．8　　　　　　　100．0

　　28　　　　　64．0　　　　　　　5．9　　　　　　　2．6　　　　　　25．0　　　　　　　2．5　　　　　　　100．0

　　30　　　　　60．8　　　　　　4．9　　　　　　　2．7　　　　　　28．4　　　　　　　3．2　　　　　　　100．0

（出典）『大阪府統計書』各年版より作成。

に
織
物
職
工
賃
金
益
々
騰
貴
し
来
り
如
何
に
な
り
行
く
か
等
思
は
れ
し
も

幸
に
米
価
の
暴
騰
並
に
裏
作
た
る
玉
葱
其
他
の
農
産
物
の
売
行
好
況
は
農

家
の
収
入
頓
に
激
増
し
来
り
農
業
の
捨
て
難
き
印
象
を
与
へ
農
業
余
剰
労

力
を
以
て
副
業
的
に
他
の
賃
金
高
き
労
働
に
従
事
す
る
も
の
㌧
如
く
為
に

其
収
入
益
々
多
く
本
年
（
一
九
二
〇
年
か
）
の
如
き
は
全
く
農
業
家
謳
歌

　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
秋
と
称
し
得
可
き
」
状
態
と
な
っ
た
。

　
泉
州
機
業
地
帯
に
位
置
し
農
工
兼
業
の
条
件
が
あ
る
日
根
野
村
で
は
、

労
賃
と
農
産
物
価
格
の
変
動
に
応
じ
て
労
働
力
が
農
工
両
部
門
間
を
流
動

し
た
が
、
農
産
物
価
格
の
高
騰
が
農
業
労
働
力
の
流
出
を
抑
止
し
た
の
で

あ
る
。
一
八
八
五
年
に
導
入
さ
れ
た
泉
州
タ
マ
ネ
ギ
の
作
付
面
積
は
明
治

末
年
四
〇
〇
町
歩
、
一
九
二
〇
年
八
O
O
町
歩
と
増
加
し
、
そ
の
九
七
％

は
泉
南
郡
に
集
中
し
て
い
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
事
例
で
は
、
都
市
向

農
産
物
市
揚
の
拡
大
が
農
産
物
価
格
を
上
昇
さ
せ
て
収
益
性
を
高
め
、
収

支
不
償
感
を
解
消
し
て
、
争
議
状
況
が
沈
静
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
河
内
ブ
ド
ウ
の
主
産
地
で
あ
る
中
河
内
の
堅
下
ブ
ド
ウ
に
は
三
宅
順
一

（
3
）

郎
の
研
究
が
あ
る
の
で
、
そ
の
要
所
を
摘
録
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
明
治
か
ら
栽
培
さ
れ
た
河
内
ブ
ド
ウ
は
大
正
初
期
ま
で
停
滞
的
で
あ
っ

た
が
、
大
戦
期
か
ら
昭
和
初
期
に
急
激
な
発
展
を
た
ど
り
、
そ
の
過
程
で
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中
農
以
上
に
は
富
農
化
傾
向
が
み
ら
れ
、
下
層
で
は
ブ
ド
ウ
作
か
ら
の
脱
落
と
賃
労
働
者
化
が
進
行
し
、
堅
下
村
太
平
寺
部
落
で
は
零
細

下
層
農
民
の
比
重
が
相
対
的
に
低
下
し
た
。
ブ
ド
ウ
作
が
多
大
の
資
本
を
要
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
模
範
経
営
の
事

例
と
は
い
え
、
一
九
一
六
～
三
二
年
の
反
当
収
益
の
平
均
が
一
九
・
七
円
、
最
高
は
二
〇
年
の
七
六
三
・
五
円
、
最
低
は
一
一
二
年
の
み
の

欠
損
二
二
・
二
円
（
た
だ
し
自
家
労
賃
を
無
視
す
れ
ば
八
～
九
〇
円
の
黒
字
）
と
い
う
高
収
益
に
よ
っ
て
収
支
不
償
感
が
成
立
せ
ず
、
隣

村
ま
で
波
及
し
た
争
議
が
堅
下
村
で
は
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
都
市
向
農
業
へ
の
再
編
が
先
行
し
て
収
支
不
償
感

が
成
立
し
な
い
と
、
争
議
は
発
生
し
な
い
。
高
収
益
の
都
市
向
農
業
の
展
開
は
、
争
議
の
阻
止
要
因
な
の
で
あ
る
。

　
恐
慌
下
に
も
高
収
益
が
持
続
し
た
こ
と
は
「
大
阪
郊
外
の
電
車
の
沿
線
に
あ
る
農
村
な
ど
し
か
見
て
い
な
い
よ
う
な
人
は
、
農
家
の
疲

弊
な
ん
か
一
体
ど
こ
に
あ
る
か
と
思
う
の
も
無
理
は
な
い
、
1
こ
う
い
っ
て
、
私
が
旅
行
に
出
る
前
に
注
意
し
て
く
れ
た
人
が
あ
る
。

現
揚
へ
行
っ
て
み
る
と
な
る
ほ
ど
と
思
わ
れ
た
。
奈
良
県
寄
り
に
あ
る
南
河
内
郡
の
葡
萄
産
地
に
行
っ
た
時
な
ど
も
、
見
事
な
丘
陵
を
背

景
に
し
た
瓦
葺
白
壁
の
家
屋
の
集
団
が
電
車
の
窓
か
ら
絵
の
よ
う
に
眺
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
別
荘
地
で
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
だ
っ

（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
」
と
猪
俣
も
述
べ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
事
例
を
あ
げ
よ
う
。
一
つ
は
一
九
三
二
～
三
四
年
度
の
経
済
更
生
指
定
町
村
の
例
で
あ
る
。
計

四
二
の
指
定
町
村
の
一
戸
平
均
「
資
産
・
負
債
」
は
最
低
の
三
三
年
で
も
プ
ラ
ス
、
同
じ
く
「
収
支
」
は
三
三
年
に
九
円
弱
の
欠
損
の
ほ

か
は
各
年
度
と
も
余
剰
を
計
上
し
て
い
る
（
表
4
）
。
こ
の
四
二
町
村
で
は
「
収
入
概
算
」
に
「
工
業
収
入
」
「
商
業
収
入
」
を
欠
く
例
は

少
な
く
「
労
役
収
入
」
を
欠
く
も
の
は
皆
無
で
、
全
体
に
郊
村
化
が
み
ら
れ
、
傾
向
的
に
は
富
裕
度
の
高
い
町
村
で
農
外
収
入
が
大
き
く
、

中
位
の
町
村
で
は
都
市
向
農
業
が
よ
く
展
開
し
、
「
交
通
不
便
」
で
特
産
品
も
な
く
米
麦
中
心
の
町
村
は
「
人
情
純
朴
」
だ
が
貧
し
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
農
外
収
入
や
都
市
向
農
業
の
効
果
が
し
ら
れ
る
が
、
富
裕
度
の
比
較
的
中
等
な
二
町
村
を
次
に
例
示
す
る
。

　
ま
ず
泉
南
郡
南
掃
守
村
。
「
岸
和
田
市
二
接
近
シ
村
内
工
揚
二
〇
モ
ァ
リ
之
二
依
リ
収
入
モ
相
当
ア
リ
耕
地
モ
府
ノ
平
均
二
相
当
シ
附

近
町
村
二
比
シ
テ
広
ク
相
当
農
業
モ
進
歩
セ
ル
関
係
等
ニ
ヨ
リ
非
常
意
識
薄
シ
」
「
福
岡
、
尾
花
、
山
下
ノ
三
部
落
二
於
テ
ハ
近
年
読
菜
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表4　一戸当収支，資産・負債額別町村数

　　　　　　　　　　　A　収支（＝収入一支出）

　　　　　　　差引黒字町村　　　　　　　　差引赤字町村
年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G

　　　　　ABCDEF（C－F）　　　　　　町村　　　　円　　　　円　　　　　　　町村　　　　円　　　　円　　　　　　円
1932　　　　　　　8　　　　　194　　　　　81。6　　　　　　　6　　　　　　86　　　　　40．5　　　　　41．1

1933　　　　　　　5　　　　　　83　　　　　54・6　　　　　　　　9　　　　　201　　　　　63．3　　　　△8．7

1934　　　　　　　5　　　　　560　　　　195．4　　　　　　　9　　　　　220　　　　　75．6　　　　119．8

　　　　　　　　　B　資産・負債額（＝資産一負債）

　　　　　　　差引資産町村　　　　　　　　差引負債町村
年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G

　　　　　ABCDEF（c－F）　　　　　　町村　　　　円　　　　円　　　　　　　町村　　　　円　　　　円　　　　　　円
1932　　　　　　　8　　　　1050　　　　328．3　　　　　　　　6　　　　　668　　　　　50．3　　　　278．0

1933　　　　　　　8　　　　1050　　　　313．3　　　　　　　6　　　　　639　　　　224，3　　　　　89．0

1934　　　　　　12　　　　　962　　　　340．0　　　　　　　　2　　　　　180　　　　　91．0　　　　249．0

（出典）　大阪府経済部『大阪府農村経済更生概要』より作成。

（注）A，Dは該当町村数，B，Eはそのうちの最大金額，C，Fは平均金額，数字左の△印はマイナス。

花
卉
果
実
等
ノ
栽
培
盛
ン
ト
ナ
リ
多
角
形
的
二
労
カ
ヲ
年
中
利
用
シ

テ
著
シ
ク
経
営
改
良
セ
ラ
レ
従
ツ
テ
経
済
的
ニ
モ
向
上
セ
ル
ヲ
見
ル

モ
其
ノ
他
ノ
部
落
ハ
依
然
ト
シ
テ
単
純
ノ
旧
農
法
二
依
リ
労
力
ノ
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

配
良
カ
ラ
ズ
繁
閑
ノ
差
著
シ
」
。
更
生
運
動
の
課
題
に
「
非
常
意
識
」

の
喚
起
を
か
か
げ
る
町
村
は
こ
こ
だ
け
で
は
な
い
が
、
「
非
常
意
識
」

の
喚
起
が
課
題
に
な
る
こ
と
自
体
が
都
市
向
農
業
の
高
収
益
性
と
絶

対
的
収
支
不
償
感
の
不
成
立
を
裏
づ
け
て
い
る
。

　
次
に
中
河
内
郡
南
高
安
村
。
「
本
村
ハ
戸
数
四
八
三
戸
農
家
戸
数

三
八
九
戸
ア
リ
大
軌
電
車
沿
線
ニ
シ
テ
ニ
O
分
ニ
シ
テ
大
阪
ノ
中
央

二
出
デ
交
通
至
便
ノ
地
ナ
リ
園
芸
盛
ニ
シ
テ
相
当
ノ
収
入
ア
リ
テ
生

活
ハ
比
較
的
容
易
ニ
シ
テ
婦
人
ヲ
農
耕
二
従
事
セ
シ
ム
ル
ヲ
恥
辱
ト

シ
耕
地
二
婦
人
ヲ
見
ズ
」
、
「
農
産
物
ノ
共
同
販
売
ハ
主
要
農
産
物
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

付
各
実
行
組
合
二
於
テ
行
フ
モ
不
徹
底
ノ
向
ア
リ
」
。

　
恐
慌
下
に
も
都
市
向
農
業
の
高
収
益
は
持
続
し
、
そ
の
た
め
に
更

生
運
動
の
目
標
に
「
単
純
ノ
旧
農
法
」
か
ら
の
脱
却
や
「
共
同
出
荷
」
、

「
共
同
販
売
」
、
「
品
種
統
一
」
な
ど
「
農
民
的
小
商
品
生
産
の
組
織

化
」
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
筆
者
は
「
農
民
的
小
商
品
生
産

の
組
織
化
」
論
に
は
賛
成
し
な
い
。
争
議
状
況
の
克
服
は
「
組
織
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（
8
）

化
」
の
結
果
で
は
な
く
、
都
市
向
農
業
の
高
収
益
の
結
果
で
あ
り
、
高
収
益
が
「
組
織
化
」
を
成
功
さ
せ
る
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。
大
阪

の
事
例
を
見
て
い
る
と
、
高
収
益
の
農
業
は
「
危
機
意
識
」
を
消
し
去
っ
て
い
る
が
、
そ
の
農
業
が
「
組
織
化
」
さ
れ
て
い
る
事
例
は
ほ

と
ん
ど
見
当
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
府
農
会
技
手
の
一
文
を
ひ
こ
う
。
「
先
年
府
下
農
家
の
借
金
を
調
べ
て
見
た
事
が
あ
る
が
、
其
額
は
ま
さ
に
五
千
数
百
万
円
に

達
し
て
居
る
。
そ
の
地
方
別
に
調
べ
て
見
る
と
、
組
合
首
脳
部
の
人
の
頭
の
働
き
が
い
つ
も
鋭
敏
で
あ
つ
て
、
所
謂
モ
ダ
ー
ン
な
経
営
を

し
て
居
る
農
家
即
ち
市
民
を
相
手
に
す
る
商
業
的
の
農
家
即
ち
都
市
に
近
接
す
る
農
家
に
は
借
金
が
少
な
く
し
て
、
漸
次
都
市
を
離
る
・

に
従
つ
て
そ
の
率
が
多
く
な
つ
て
居
る
。
遠
く
と
も
果
樹
又
は
疏
菜
其
他
の
副
業
品
の
相
当
纏
ま
つ
た
も
の
即
ち
銘
柄
品
を
産
出
し
っ
っ

あ
る
処
は
、
少
々
遠
く
と
も
比
較
的
借
財
は
少
な
い
か
ら
如
実
に
立
証
が
出
来
得
る
。
大
阪
市
や
堺
市
附
近
の
農
家
は
借
財
が
殆
ど
な
い
。

又
泉
南
葱
頭
の
産
地
は
そ
の
生
産
葱
頭
の
値
が
安
ひ
と
云
ひ
つ
・
も
借
財
が
比
較
的
少
な
い
。
中
河
内
堅
下
や
南
河
内
の
長
野
町
附
近
の

葡
萄
の
産
地
も
裕
福
な
村
で
借
財
が
な
い
。
三
島
郡
の
独
活
の
産
地
、
泉
北
郡
横
山
村
、
南
河
内
郡
の
東
篠
村
の
蜜
柑
の
産
地
も
、
石
川

村
附
近
の
海
老
芋
の
産
地
も
、
北
河
内
郡
の
蓮
根
の
産
地
、
大
和
田
村
附
近
の
各
村
は
比
較
的
借
財
が
少
な
い
。
山
奥
と
難
も
豊
能
郡
の

東
郷
、
西
郷
の
両
村
及
び
そ
の
附
近
の
村
は
栗
の
有
名
な
産
地
で
こ
・
も
借
財
が
少
な
い
。
中
河
内
の
久
実
寺
村
の
蕗
と
夏
独
活
の
産
地
、

花
の
高
安
村
等
は
何
れ
も
借
財
の
少
な
い
村
で
あ
る
。
…
…
彼
様
な
村
人
の
中
に
若
し
借
財
を
持
っ
人
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
不
時
災
難
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
V

罹
つ
た
家
か
、
然
ら
ず
ば
放
蕩
息
子
を
蓄
へ
る
農
家
で
あ
ら
う
」
。
こ
こ
で
い
う
「
所
謂
モ
ダ
ー
ン
な
経
営
を
し
て
居
る
農
家
」
は
、
「
市

民
を
相
手
に
す
る
商
業
的
の
農
家
即
ち
都
市
に
近
接
す
る
農
家
」
と
「
少
々
遠
く
と
も
」
「
銘
柄
品
を
産
出
し
つ
つ
あ
る
」
農
家
の
二
つ

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
都
市
の
農
産
物
市
揚
の
展
開
に
対
応
し
た
、
都
市
向
農
業
を
営
む
農
家
で
あ
る
。

　
都
市
向
農
業
の
高
収
益
性
を
高
唱
す
る
こ
の
技
手
の
更
生
運
動
批
判
は
痛
烈
で
あ
る
。
「
由
来
農
家
は
売
る
も
の
は
安
く
、
買
ふ
も
の

は
比
較
的
高
い
か
ら
『
農
家
は
な
る
べ
く
お
金
の
御
厄
介
に
な
る
べ
か
ら
ず
』
と
、
田
舎
の
県
で
は
可
な
り
や
か
ま
し
き
農
業
政
策
に
数
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へ
ら
れ
、
或
る
有
名
な
経
済
学
者
で
さ
へ
か
く
称
へ
ら
る
・
様
に
な
つ
た
こ
れ
は
一
応
．
こ
尤
な
説
で
は
あ
る
が
…
…
し
か
し
か
く
消
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

な
考
へ
の
み
に
縮
み
上
が
つ
て
仕
舞
ふ
こ
と
は
府
下
で
は
考
へ
も
の
で
あ
る
」
。

　
都
市
向
農
業
は
収
支
不
償
感
の
阻
止
、
消
滅
に
カ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
の
論
理
で
は
、
争
議
を
防
止
し
、
争
議

状
況
を
抑
止
す
る
こ
と
に
な
る
。

2

都
市
域
の
拡
大
と
小
作
争
議

　
都
市
域
の
拡
大
つ
ま
り
市
街
地
化
は
都
市
化
現
象
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
市
街
地
化
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
争
議
と
は
別
の
争

議
を
ひ
き
お
こ
す
。
地
主
の
土
地
取
り
上
げ
争
議
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
V

　
府
下
で
は
大
正
「
一
四
年
ヲ
画
シ
テ
俄
然
激
発
ノ
情
勢
二
在
リ
」
以
降
年
々
増
加
し
た
。
こ
の
年
、
西
成
、
東
成
を
合
併
し
て
大
大
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
V

市
が
発
足
し
た
た
め
で
あ
る
。
「
大
規
模
ナ
ル
都
市
計
画
♂
断
行
ニ
ヨ
リ
都
市
編
入
町
村
二
於
テ
ハ
相
競
フ
テ
区
画
整
理
ノ
工
事
ヲ
起
シ
、

一
面
土
地
ノ
思
惑
的
価
値
ヲ
高
ム
ベ
ク
耕
地
ヲ
休
閑
シ
テ
機
ヲ
待
ツ
モ
ノ
続
出
シ
テ
、
耕
地
ヲ
稀
少
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
当
面
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

必
要
以
上
ノ
土
地
返
還
ヲ
迫
リ
間
題
ヲ
多
カ
ラ
シ
メ
タ
ル
」
な
ど
、
合
併
の
年
だ
け
で
一
挙
に
七
〇
〇
戸
の
農
家
が
姿
を
消
し
た
。

　
一
九
三
〇
年
前
後
に
な
る
と
、
市
街
地
化
に
都
市
型
労
働
市
揚
の
縮
小
が
か
さ
な
り
深
刻
な
事
態
が
う
ま
れ
て
く
る
。
「
小
作
人
ノ
転

業
極
メ
テ
困
難
ナ
ル
事
情
ニ
ァ
ル
ヲ
以
テ
極
力
不
返
還
ヲ
標
榜
シ
偶
々
作
離
料
二
関
シ
テ
交
渉
サ
ル
ル
ニ
於
テ
ハ
反
当
五
〇
〇
円
乃
至
二

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

○
○
○
円
ヲ
要
求
ス
」
。
な
か
で
も
市
街
地
周
辺
で
は
、
事
態
は
よ
ほ
ど
紛
糾
し
た
。
そ
こ
で
営
ま
れ
て
い
た
農
業
が
有
利
な
た
め
で
あ

る
。
「
其
ノ
交
通
肥
料
其
ノ
他
ノ
関
係
ヨ
リ
疏
菜
類
ノ
栽
培
極
メ
テ
有
利
」
な
た
め
に
「
一
般
二
小
作
人
ハ
作
離
料
ヨ
リ
寧
ロ
耕
作
権
継

　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

続
ヲ
熱
望
」
し
、
「
数
年
二
亘
リ
テ
解
ケ
」
ぬ
ほ
ど
長
期
化
す
る
争
議
も
あ
っ
た
。
土
地
取
り
上
げ
が
小
作
農
民
の
生
活
手
段
を
剥
奪
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

る
の
だ
か
ら
、
「
当
事
者
間
ノ
妥
協
協
調
ヲ
唯
一
ノ
方
法
ト
ナ
ス
」
小
作
調
停
法
の
運
用
原
理
で
は
到
底
「
解
決
困
難
」
な
こ
と
は
、
け
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だ
し
当
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
都
市
周
辺
で
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
地
主
小
作
間
の
対
立
は
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
「
近
キ
将
来
二
於
テ
返
還
ノ
運
命
ニ
ァ
ル
都
市
及
其
近
郊
」
で
は
、
「
言
ヲ
左
右
ニ

シ
テ
小
作
料
支
払
ノ
義
務
ヲ
放
任
シ
テ
顧
ミ
ズ
、
督
促
二
依
リ
テ
始
メ
テ
減
額
ノ
要
求
ヲ
為
シ
容
レ
ラ
レ
ザ
レ
バ
聴
力
」
な
い
小
作
農
民

が
あ
ら
わ
れ
れ
ば
、
地
主
の
な
か
に
も
「
強
テ
督
促
ヲ
行
ハ
ズ
私
カ
ニ
之
ヲ
奇
貨
ト
シ
テ
土
地
返
還
ノ
理
由
ト
為
サ
ン
ト
ス
ル
者
等
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

テ
、
契
約
小
作
料
ノ
如
キ
ハ
全
ク
有
名
無
実
ノ
モ
ノ
ト
化
ス
ル
」
状
態
も
生
じ
た
。
「
し
ま
い
に
は
阪
神
間
で
は
も
う
小
作
料
を
取
ら
ん

　
　
　
　
（
2
0
）

と
い
う
地
主
」
さ
え
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
小
作
料
を
一
度
で
も
受
け
と
る
と
小
作
契
約
の
証
拠
と
な
っ
て
、
土
地
取
り
上
げ
訴
訟
が
地

主
に
有
利
に
運
ば
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
都
市
域
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
農
村
が
都
市
型
地
価
圏
に
包
摂
さ
れ
た
た
め
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程

で
地
主
の
所
有
権
が
小
作
農
民
の
耕
作
権
を
圧
倒
し
、
か
つ
て
の
小
作
攻
勢
の
争
議
は
そ
の
成
立
の
条
件
を
喪
失
す
る
の
で
あ
る
。

（
－
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

『
地
方
別
小
作
争
議
概
要
』
昭
和
七
年
、
八
四
～
五
頁
。

会
報
二
二
五
号
、
二
六
～
三
五
頁
、
一
九
二
〇
年
。
文
中
（
）
内
は
田
崎
。

「
河
内
地
方
に
お
け
る
農
業
経
営
の
変
貌
」
『
日
本
農
業
発
達
史
』
別
巻
上
、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
八
年
。

猪
俣
津
南
雄
前
掲
書
、
一
〇
六
頁
。

大
阪
府
経
済
部
『
大
阪
府
農
村
経
済
更
生
概
要
』
、
一
九
三
五
年
。

同
前
書
、
　
一
一
七
頁
。

同
前
書
、
一
三
一
～
一
三
二
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
野
田
公
夫
「
農
産
物
市
揚
と
近
畿
農
業
の
展
開
構
造
」
『
日
本
史
研
究
』
二
八
一
号
、

　
し
い
指
摘
が
あ
る
。

（
9
）
　
会
報
二
五
九
号
、

二
～
三
頁
、
一
九
三
二
年
。

一
九
八
六
年
一
月
、
に
よ
り
詳

99
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（（（（（（（（（（（20　19　18　17　16　15　14　13　12　11　10

）））））））））））
同
前
童
日
、
一
三
貝
。

『
地
方
別
小
作
争
議
概
要
』
昭
和
元
年
、
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
。

『
大
阪
市
及
其
近
郊
二
於
ケ
ル
小
作
争
議
解
決
事
例
』
「
序
」
、
一
九
三
四
年
。

同
前
書
、
二
頁
。

大
阪
府
統
計
書
よ
り
計
算
。

『
地
方
別
小
作
争
議
概
要
』
昭
和
五
年
、
三
二
四
頁
。

同
前
書
、
三
二
四
頁
。

前
掲
『
大
阪
市
及
其
近
郊
二
於
ケ
ル
小
作
争
議
解
決
事
例
』
三
～
四
頁
。

『
地
方
別
小
作
争
議
概
要
』
昭
和
五
年
、
三
二
四
頁
。

前
掲
『
大
阪
市
及
其
近
郊
二
於
ケ
ル
小
作
争
議
解
決
事
例
』
三
頁
。

『
季
刊
現
代
史
』
五
号
、
七
〇
頁
、
一
九
七
四
年
。

100

ま
と
め
に
か
え
て

　
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
都
市
化
と
小
作
争
議
の
関
係
を
原
理
的
に
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
大
阪
の
都
市
的
・
資
本
主
義
的
発
展
は
都
市
型
労
働
市
揚
、
都
市
向
農
産
物
市
揚
、
都
市
型
地
価
圏
を
拡
大
さ
せ
、
こ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ

れ
に
地
主
制
下
の
農
業
に
対
し
て
異
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
あ
た
え
た
。

　
都
市
型
労
働
市
揚
の
拡
大
は
府
下
の
農
業
労
働
力
を
激
し
く
吸
引
し
、
二
〇
年
代
初
頭
に
は
農
業
労
働
力
の
欠
乏
が
進
み
農
業
の
粗
放

化
と
耕
地
の
相
対
的
過
剰
が
お
こ
り
、
土
地
所
有
者
た
る
地
主
と
直
接
生
産
者
た
る
自
小
作
、
小
作
の
力
関
係
が
接
近
し
て
小
作
契
約
の



都市化と小作争議

内
容
に
も
そ
れ
が
及
ん
だ
。
ま
た
直
接
生
産
者
内
部
に
あ
っ
て
は
、
都
市
型
労
働
市
場
に
労
働
力
を
放
出
し
た
経
営
（
主
と
し
て
小
作
）

と
そ
う
で
な
い
経
営
（
主
と
し
て
自
小
作
）
と
の
経
済
的
格
差
が
逆
転
ま
た
は
縮
小
し
て
、
わ
け
て
も
労
働
力
を
放
出
し
な
い
経
営
の
収

支
不
償
感
が
強
ま
る
。
こ
う
し
て
農
村
内
部
の
階
層
秩
序
が
全
体
と
し
て
動
揺
し
、
自
小
作
層
を
中
心
と
し
た
中
層
の
経
営
に
累
積
さ
れ

た
相
対
的
収
支
不
償
感
が
、
彼
ら
を
小
作
争
議
の
中
核
的
担
い
手
に
成
長
さ
せ
、
争
議
が
著
し
く
発
生
し
や
す
い
状
態
を
招
く
。
小
作
争

議
状
況
の
成
立
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
以
降
の
こ
の
状
況
は
商
工
業
大
都
市
の
労
働
力
市
揚
圏
に
深
く
く
み
こ
ま
れ
た
地
域
に
一
般
化
し
↓

「
大
小
作
争
議
段
階
」
が
成
立
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
事
情
は
、
あ
く
ま
で
も
、
相
対
的
収
支
不
償
感
を
成
立
さ
せ
な
い
だ
け
の
山
。
同
収
益
が
農
業
内
で
実
現
し
な
い
場

合
に
限
ら
れ
る
。
第
一
次
大
戦
以
降
の
都
市
化
に
適
合
し
た
農
業
経
営
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
高
収
益
が
成
立
し
て
い
る
揚
合
が
あ
る
か
ら

　
（
1
）

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
都
市
向
農
業
の
成
立
と
よ
ん
だ
事
情
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
。
都
市
向
農
業
は
一
般
に
畑
作
経
営
に
お
い
て
成
立
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

が
、
い
わ
ゆ
る
佐
賀
段
階
の
よ
う
に
、
米
作
で
成
立
す
る
揚
合
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

「
大
小
作
争
議
段
階
」
の
崩
壊
の
、
右
以
外
の
要
因
の
一
つ
は
、
都
市
型
労
働
市
揚
の
停
滞
ま
た
は
縮
小
で
あ
る
。
相
対
的
収
支
不
償
感

が
こ
れ
に
よ
っ
て
掘
り
崩
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
の
要
因
は
、
都
市
域
の
拡
大
に
と
も
な
う
都
市
型
地
価
圏
の
拡
大
で
あ
る
。
．

地
主
は
自
己
の
所
有
す
る
農
地
を
宅
地
や
工
揚
用
地
な
ど
に
転
用
す
る
道
が
ひ
ら
け
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
一
層
高
い
収
益
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
農
業
労
働
力
の
欠
乏
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
地
主
と
小
作
と
の
力
関
係
は
ふ
た
た
び
変
化
し
、
地
主

攻
勢
の
争
議
が
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
冒
頭
で
述
ぺ
た
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
小
作
争
議
が
発
生
す
る
基
本
的
条
件
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
都
市
型

労
働
市
揚
に
農
村
が
包
摂
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
農
民
諸
階
層
の
序
列
関
係
に
変
化
が
起
こ
り
、
中
層
の
農
民
に
相
対
的
収
支
不
償
感
が
強
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
②
都
市
向
農
業
が
、
相
対
的
収
支
不
償
感
の
成
立
を
阻
む
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
、
』
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③
都
市
型
地
価
圏
へ
の
包
摂
が
な
い
こ
と
。
こ
の
包
摂
が
お
こ
る
と
、
都
市
型
労
働
市
場
の
も
と
で
生
じ
た
地
主
と
直
接
生
産
者
と
の
あ

い
だ
の
力
関
係
の
変
化
に
影
響
を
あ
た
え
、
小
作
争
議
の
様
相
が
一
変
す
る
か
ら
で
あ
る
。
小
作
争
議
発
生
の
条
件
と
し
て
こ
れ
ま
で
し

ぱ
し
ぱ
強
調
さ
れ
て
き
た
農
民
的
小
商
品
生
産
の
発
展
や
農
村
旦
雇
労
賃
の
上
昇
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
な
ん
ら
基
本
的
条
件
と
は

な
り
え
な
い
。

　
農
民
的
小
商
品
生
産
の
発
展
は
、
現
在
の
研
究
史
で
は
、
一
方
で
争
議
の
発
生
条
件
、
他
方
で
は
争
議
沈
静
の
条
件
と
さ
れ
、
こ
の
矛

眉
を
解
決
す
る
論
理
が
な
く
、
ま
た
、
小
商
品
生
産
が
ど
う
発
展
す
れ
ば
争
議
を
ひ
き
お
こ
し
、
ま
た
は
沈
静
す
る
か
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

説
明
が
な
い
。
さ
ら
に
は
返
還
戦
術
争
議
が
説
明
で
き
な
い
。
ま
た
、
自
家
労
賃
説
で
の
農
村
日
雇
労
賃
の
上
昇
は
当
時
ほ
ぼ
全
国
的
な

現
象
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
小
商
品
生
産
説
と
同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム
問
題
に
逢
着
す
る
。
行
論
で
示
し
た
よ
う
に
、
争
議
発
生
の
条

件
は
農
村
日
雇
労
賃
の
上
昇
を
上
回
る
都
市
日
雇
労
賃
の
上
昇
と
相
対
的
収
支
不
償
感
の
累
積
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
都
市
型
労
働
市

揚
の
拡
大
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
た
農
業
労
働
力
の
農
外
流
出
で
あ
っ
て
、
農
村
日
雇
労
賃
の
上
昇
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
小
作
争
議
状
況
の
成
立
は
も
と
よ
り
、
そ
の
分
解
、
消
滅
に
も
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
の
他
に
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
の
要
因
を
考
察
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
都
市
化
に
直
接
す
る
条
件
の
、
し
か
も
経
済
的
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
属
す
る
も
の
だ
け
を
問
題
に
し
た
。
そ
の
点
で
今
後
に
残
し
た
課
題
も
そ
れ
だ
け
大
き
い
。
こ
う
し
た
点
を
あ
え
て
別
に
し
て
も
、

本
稿
の
論
理
に
と
っ
て
残
さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
主
た
る
も
の
を
列
挙
し
て
筆
を
措
く
こ
と
と
す
る
。

　
①
　
現
在
の
知
見
で
は
、
こ
の
時
期
の
す
べ
て
の
小
作
争
議
を
都
市
発
展
説
で
説
明
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
当
時
の
農
政
担
当

者
た
ち
も
、
大
都
市
周
辺
の
争
議
を
他
の
争
議
と
区
別
し
て
い
る
。
同
時
代
の
争
議
の
類
型
わ
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
②
　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
小
作
争
議
事
例
の
な
か
に
は
、
都
市
発
展
説
の
視
点
か
ら
考
え
な
お
し
て
よ
い
の
で
は
な
い

102



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
栗
原
自
身
が
一
般
的
要
因
と
し
て
は
都
市
発
展
の
影
響
で
あ
る
と
認
め
る
岡
山
県
の
小
作
争
議
の

ほ
か
、
す
ぺ
て
県
内
の
大
都
市
周
辺
で
発
生
し
て
い
る
新
潟
県
三
大
小
作
争
議
な
ど
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
③
　
②
と
か
か
わ
っ
て
問
題
に
な
る
の
は
、
日
露
戦
後
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
発
展
し
た
地
方
都
市
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
と

く
に
第
一
次
大
戦
期
か
ら
顕
著
に
な
る
工
場
の
地
方
分
散
と
各
地
で
の
工
業
の
集
積
は
、
重
要
な
論
点
で
あ
る
。

　
④
　
都
市
発
展
説
に
と
っ
て
謎
深
い
の
は
東
京
で
あ
る
。
東
京
府
の
農
業
構
造
だ
け
で
な
く
、
産
業
構
造
全
体
を
検
討
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
。

　
⑤
　
自
作
農
創
設
維
持
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
の
時
期
の
農
政
の
動
向
は
都
市
発
展
説
の
視
点
か
ら
ど
の
よ

う
に
整
理
で
き
る
の
か
も
、
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。

　
（
－
）
　
三
好
正
喜
「
独
占
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
近
畿
農
業
の
検
討
」
『
経
済
史
・
経
営
史
論
集
』
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
、
一
九

　
　
八
五
年
。

　
（
2
）
磯
辺
秀
俊
「
い
わ
ゆ
る
『
佐
賀
段
階
』
の
形
成
過
程
」
『
日
本
農
業
発
達
史
』
別
巻
下
、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
九
年
。

　
（
3
）
　
栗
原
百
寿
「
岡
山
県
農
民
運
動
の
史
的
分
析
」
『
栗
原
百
寿
著
作
集
』
第
六
巻
、
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
、
校
倉
書
房
、
一
九
八
一
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
五
年
九
月
二
〇
日
成
稿
）

都市化と小作争議

　
〔
付
記
〕

　
本
稿
は
、
本
学
大
学
院
の
講
義
を
も
と
に
し
た
拙
稿
「
戦
間
期
農
業
問
題
論
ノ
ー
ト
」
（
一
橋
大
学
社
会
学
部
『
地
域
社
会
の
発
展
に
関
す
る
比
較

的
研
究
』
一
九
八
三
年
三
月
刊
、
所
収
）
に
加
筆
・
訂
正
を
施
し
た
も
の
で
、
永
原
慶
二
・
中
村
政
則
編
『
資
本
主
義
と
日
本
の
近
代
』
東
京
大
学
出

版
会
の
た
め
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
諸
般
の
事
情
で
同
書
の
刊
行
が
著
し
く
遷
延
し
て
い
る
の
で
、
急
遽
予
定
を
変
更
し
て
こ
こ
に
公
表
す
る

こ
と
に
し
た
。
貴
重
な
助
言
と
御
指
導
を
た
ま
わ
っ
た
暉
峻
衆
三
、
西
田
美
昭
、
島
袋
善
弘
の
各
民
、
中
村
政
則
氏
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
や
当
時
の
院
生
諸
氏
、
ま
た
公
表
の
機
会
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
各
位
の
御
高
配
に
こ
の
揚
を
か
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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な
お
、
戦
間
期
農
業
問
題
の
研
究
で
は
、
と
り
わ
け
一
九
八
五
年
以
降
、
視
角
や
間
題
関
心
、
理
論
的
な
枠
組
み
な
ど
を
前
稿
お
よ
ぴ
本
稿
と
共
有

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
研
究
が
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
、
本
稿
を
執
筆
し
た
当
時
と
は
研
究
史
の
状
況
が
変
わ
り
始
め
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
の
検
討
や
本
稿
で
課
題
と
し
た
東
京
府
の
分
析
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
に
機
会
を
え
て
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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